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１ 調査の目的 

福知山市では、子ども・子育て支援法（平成 24 年法律第 65 号）に基づく子ども・子育て支援新制度

の下で、教育・保育・子育て支援の充実を図るため、令和７年度から５年間を第二期とする「子ども・子

育て支援事業計画」を作成する予定です。 

本調査は、教育・保育・子育て支援に関する現在の利用状況や今後のニーズを把握し、計画策定の資料

とするため実施しました。 

 

２ 調査の概要 

●調 査 地 域：福知山市全域 

●調査対象者：福知山市内在住の「就学前児童」をお持ちの保護者（就学前児童調査） 

福知山市内在住の「小学生児童」をお持ちの保護者（小学生児童調査） 

●抽 出 方 法：住民基本台帳より、就学前児童 1,300人、小学生 1,000人の合計 2,300人を無作為抽出 

●調 査 期 間：令和６年２月５日（月）～令和６年２月 19日（月） 

●調 査 方 法：郵送配布・郵送（WEB回答可能）回収による郵送調査法 

 

●調査票の回収率 

調 査 票 
調査対象者数 

（配布数） 
有効回収数 有効回収率 

就 学 前 児 童 1,300 507 39.0％ 

小 学 生 児 童 1,000 367 36.7％ 

合  計 2,300 874 38.0％ 

 

３ 報告書の見方 

●調査票回収の割合「％」は有効サンプル数に対して、それぞれの回答数の割合を小数点以下第２位で四

捨五入したものです。そのため、単数回答（複数の選択肢から１つの選択肢を選ぶ方式）であっても合

計値が 100.0％にならない場合があります。このことは、本報告書内の分析文、グラフ、表においても

反映しています。 

●複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択肢ごとの有効回

答数に対して、それぞれの割合を示しています。そのため、合計が 100.0％を超える場合があります。 

●図表中において「不明・無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別が困難なも

のです。 

●図表中の「Ｎ（number of case）」は、集計対象者総数（あるいは回答者限定設問の限定条件に該当す

る人）を表しています。 

●本文中の設問の選択肢について、長い文は簡略化している場合があります。 
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Ⅱ．調査結果の概略 
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１ 子どもや家族の状況等について 

（１）子どもの人数 

子どもの人数については、就学前児童は「１人」が６割近く、小学生児童は「２人」が５割近くで最も

高くなっています。 

 

（２）家族の状況 

子どもの祖父母が近くに住んでいるかについては、「住んでいる」と回答された就学前児童が６割を超

え、小学生児童では７割を超えています。 

子育てを主に行っているのは誰かについては、就学前児童と小学生児童とも「父母ともに」が最も多く

なっています。 

 

２ 子育てについて 

（１）子育てについての不安や悩み 

日頃、子どもをみてもらえる親族・知人の有無については、「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の

親族にみてもらえる」が就学前児童と小学生児童とも６割となっています。一方、「子どもをみてもらえ

る親族・知人がいずれもいない」が就学前児童は２割、小学生児童は１割となっています。祖父母等の親

族にみてもらっている状況について、就学前児童の令和５年度調査結果は令和元年度調査結果に比べて

「祖父母等の親族が子育てに協力してくれ、安心である」や「友人・知人が子育てに協力してくれ、安心

である」の割合が高くなっています。 

子育てについて感じる気持ちについては、「楽しい」（「とても楽しい」と「楽しい」の合計）が就学前

児童で６割超え、小学生児童で７割近くになっています。一方、「不安又は負担を感じる」（「少し不安又

は負担を感じる」と「とても不安又は負担を感じる」の合計）就学前児童と小学生児童の保護者ともに３

割で、保護者の少なくない割合が子育てに不安や負担を感じていることがわかります。 

子育てをする上で、子どものことで日頃悩んでいることや不安に感じることについては、就学前児童で

は「子どものしつけ」と「子どもの教育や将来の教育費」が５割となっています。小学生児童では「子ど

もの教育や将来の教育費」が５割超え、「学力」が４割近くとなっています。 

子育てをする上で、保護者が日頃悩んでいることや不安に感じることについては、「子どもを叱りすぎ

ているような気がする」が就学前児童３割近くになっていますが、令和元年度調査結果に比べて減少傾

向にあります。 

子育てをする上で、気軽に相談できる人（場所）はあるかについては、「ない」が就学前児童で１割、

小学生児童で２割程みられます。 

就学前児童と小学生児童の保護者の相談相手として、「祖父母等の親族」「友人や知人」が７から８割と

なっています。特に就学前児童で「祖父母等の親族」に限れば８割を超えており、子育ての相談先に身近

な親族が大きな役割を果たしていることがうかがえます。一方、小学生児童で「学校の先生」が２割とな

っているものの、その他の公的機関等への相談は１割に満たない状況です。 
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（２）地域の状況 

近所や地域の人々との付き合いについては、「付き合いはほとんどなく、あいさつをする程度」が就学

前児童は５割、小学生児童は４割近くで最も多い結果となっています。 

子どもの催しへの参加状況については、就学前児童では「子育て支援サークルの活動」が２割、小学生

児童では「スポーツ活動」が５割近くとなっています。令和元年度調査結果に比べて令和５年度調査結果

では、小学生児童の「子ども会等の青少年団体活動」の割合が高くなっています。 

就学前児童に比べて小学生児童の方が、比較的近所付き合いがあり、地域の催しへの参加する割合も高

いことがわかります。 

 

（３）就学前児童の遊び場の状況 

子どもが日中どこで遊ぶことが多いかについては、「自宅」が６割、「公園」が２割となっています。 

遊び場で困ること・困ったことについては、「雨の日に遊べる場所がない」が７割に迫っており、「遊具

などの種類が充実していない」が３割超え、「近くに遊び場がない」が３割となっています。 

子どもと外出する際に、困ること・困ったことについては、「買い物中などに子どもを遊ばせる場所が

ない」が４割を超えたほか、「小さな子どもの食事に配慮された場所がない」、「オムツ替えや親子での利

用に便利なトイレがない」が３割近くとなっています。令和元年度調査結果に比べて令和５年度調査結

果では、「買い物中などに子どもを遊ばせる場所がない」の割合が高く、「歩道や信号がない通りが多く、

安全面で心配」「歩道の段差などベビーカー等の通行が困難」の割合が低くなっており、就学前児童のた

めの施設や設備の充実が望まれています。 

 

３ 保護者の就労状況、職場の両立支援制度等について 

（１）保護者の就労状況・就労意向 

母親の就労状況について「就労している」（「フルタイム」「パート・アルバイト等」（産休・育休・介護

休業中を含む））をみると、就学前児童で８割、小学生児童で９割となっています。特に就学前児童の令

和元年度調査結果に比べて、フルタイムで就労する母親の割合が高くなっています。 

パート・アルバイト等で就労している母親のフルタイムへの転換希望については、「パート・アルバイ

ト等の就労を続けることを希望」が就学前児童で４割超、小学生児童で５割となっています。就学前児童

の令和元年度調査結果に比べて、「パート・アルバイト等の就労を続けることを希望」の割合が低くなっ

ています。 

現在就労していない母親の就労希望については、「今は子育てに専念したい」の割合が小学生児童で３

割となっています。一方で、「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」が就学前児童で３割近く、

小学生児童で３割となっています。「１年より先、一番下の子どもがある年齢になったころには就労した

い」も就学前児童で４割超えるなど、子育てしつつ早期に就労したいという希望が高くなっています。 

子ども・子育て支援事業の提供体制の整備にあたっては、保護者の就労状況や就労意向を踏まえながら

きめ細かく行っていく必要があります。また、就学前児童の母親のフルタイム勤務に対応した支援の充

実が必要です。 
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（２）職場の両立支援制度の利用状況（就学前児童のみ） 

子どもが生まれた時の保護者の育児休業取得状況について「取得した（取得中である）」は、母親で６

割、父親で２割近くとなっています。令和元年度調査結果に比べて、母親と父親とも「取得した（取得中

である）」の割合が高くなっています。 

育児休業を取得していない理由については、母親では、「子育てや家事に専念するため退職した」が３

割、「職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった）」が３割近くとなっています。父親

では、「仕事が忙しかった」と「配偶者が育児休業制度を利用した」が４割となっています。令和元年度

調査結果に比べて、母親の「子育てや家事に専念するため退職した」の割合が低く、父親は「職場に育児

休業を取りにくい雰囲気があった」と「仕事が忙しかった」の割合が高くなっています。 

また、母親に比べて父親では「配偶者が育児休業制度を利用した」「職場に育児休業を取りにくい雰囲

気があった」「仕事が忙しかった」「収入減となり、経済的に苦しくなる」が高くなっており、未だに父親

が育児休業制度を取得しにくい環境にあることがうかがえます。 

４ 子ども・子育て支援事業について 

（１）平日の定期的な教育・保育事業（就学前児童のみ） 

現在の定期的な教育・保育事業の利用の有無については、「利用している」が７割、「利用していない」

が３割となっています。 

利用していない理由については、「子どもがまだ小さいため」が５割、次いで「父母のいずれかがみて

いるため、利用する必要がない」が４割に届かない程度の割合となっています。令和元年度調査結果に比

べて、「利用したいが、幼稚園や保育園(所)に空きがない」の割合が高くなっています。 

現在、平日にどのような教育・保育事業を定期的に利用しているかについては、「保育園（所）」が４割

超え、「認定こども園」が４割近くとなっており、令和元年度調査結果に比べて「認定こども園」の利用

が増えています。 

今後、平日に定期的に利用したいと考える教育・保育事業については、「保育園（所）」が６割近く、「認

定こども園」が５割近く、「幼稚園（預かり保育を定期的に利用）」が２割近くとなっています。利用状況

と同様に、「認定こども園」の利用希望が増えています。 

 

（２）地域子育て支援拠点事業（就学前児童のみ） 

地域子育て支援拠点事業の利用状況については、「地域子育て支援拠点事業」が２割超えとなっていま

す。 

地域子育て支援拠点事業の今後の利用意向については、「利用していないが、今後利用したい」が３割

近く、「すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい」が１割となっています。 

 

（３）子育てサービスの認知度と利用経験、今後の利用意向等（就学前児童のみ） 

子育てに関する機関や子育てサービスの事業で知っているものについては、「福知山市発行の『子育て

ガイド』」「保健福祉センターの子育て相談事業」「保健福祉センターの教室（離乳教室等）」「保健福祉セ

ンターのパパ・ママ学級」「保育園（所）の園庭開放や子育て講座」が５割以上と、認知度が高くなって

います。 



7 

利用したことがある事業については、「保健福祉センターのパパ・ママ学級」「児童館の活動」「保健福

祉センターの教室（離乳教室等）」「福知山市発行の『子育てガイド』」の順で、２割を超える方が利用経

験ありと回答されています。 

今後利用したいと思う事業については、「児童館の活動」が３割と利用意向が高くなっています。 

 

（４）病児・病後児保育事業 

この１年間に、子どもが病気やケガで幼稚園、保育園（所）、または、小学校を休んだことの有無につ

いては、「あった」が就学前児童で 10割近く、小学生児童で８割超えとなっています。 

子どもが病気やケガの際、この１年間に行った対処方法については、「母親が仕事を休んだ」が就学前

児童で８割、小学生児童で７割超えとなっています。令和元年度調査結果に比べて就学前児童と小学生

児童とも、「父親が休んだ」の割合が高く、「父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた」の割

合が低くなっています。 

子どもが病気やケガの際、父親または母親が休んだ方で「できれば病児・病後児のための保育施設等を

利用したい」と思ったかについては、「できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」が就学前児童で

２割超え、小学生児童でも１割となっています。仕事を休んでみることができなかった理由について、令

和元年度調査結果に比べると、就学前児童と小学生児童とも「休暇日数が足りないので休めない」の割合

が高くなっています。 

 

（５）一時預かり（就学前児童のみ） 

保護者の用事や病気等で不定期に利用することができる一時預かりの事業を、利用しているかどうか

については、「利用していない」が９割となっています。 

保護者の用事で、事業を利用したことがある保護者では、今後も事業を利用する必要・希望があるかに

ついては、「利用したい」が８割となっています。 

不定期に利用したい事業の目的別内訳については、「私用、リフレッシュ目的」が７割近く、「冠婚葬祭、

学校行事、子どもや親の通院等」が６割となっています。令和元年度調査結果に比べて、「私用、リフレ

ッシュ目的」と「冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院」の割合が高くなっています 

 

（６）放課後児童クラブ 

就学前児童が、小学校就学後に放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたい

かについて、小学校低学年では「自宅」が４割、「放課後児童クラブ」が６割となっています。小学校高

学年では「自宅」が７割近く、「習い事」が４割、「放課後児童クラブ」が３割超となっています。令和元

年度調査結果に比べて、「放課後児童クラブ」の割合が高くなっています。 

小学生児童で、子どもが放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごしているかにつ

いては、「自宅」が８割近く、「習い事」が３割超、「放課後児童クラブ」が３割近くとなっています。令

和元年度調査結果に比べて、「自宅」と「放課後児童クラブ」の割合が高くなっています。 
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５ 子育て支援施策について 

（１）望ましい子育て支援施策 

望ましい子育て支援施策については、「子育てにおける経済的負担の軽減」が就学前児童・小学生児童

ともに７割を超えており、「子育てのための安心、安全な環境整備」「仕事と家庭の両立支援と働き方の見

直しの促進」が就学前児童・小学生児童ともに５割を超えています。 

 

（２）子育てに必要な施策などの情報の入手方法 

子育てに必要な施策などの情報をどのように入手しているかについては、「市町村の広報やパンフレッ

ト」が就学前児童で５割、小学生児童で６割近くとなるなど、本来的な役割を果たしている一方で、「イ

ンターネット」が就学前児童で６割近く、小学生児童で５割にのぼり、いずれも重要な情報源であること

がうかがえます。令和元年度調査結果に比べて、就学前児童と小学生児童とも「インターネット」の割合

が高くなっています。 

また、「友人・知人」が就学前児童で４割近く、小学生児童で４割、「保育園（所）、幼稚園、学校」が

就学前児童・小学生児童ともに３割を超え、保護者にとって身近な人や機関から情報を入手しているこ

とがうかがえます。 

 

（３）乳幼児期の幼稚園・保育園（所）等の望ましいと思う役割（小学生児童のみ） 

乳幼児期の幼稚園・保育園（所）等の望ましいと思う役割については、「集団の中で社会性や協調性を

身につけられる」が８割、「親から離れて過ごすことで自立心が養われる」が５割近く、「小学校入学まで

に必要な幼児教育を受けられる」が４割度、「親の働く時間に合わせて預けられる」が３割超えとなって

います。 

幼稚園・保育園（所）は、協調性や自立心など、乳幼児期の子どもの育ちを確保するとともに、小学校

へのつながりを配慮した幼児教育が求められていることがうかがえます。 

 

（４）これからも子どもに福知山市で育ってほしいと思うか（小学生児童のみ） 

これからも子どもに福知山市で育ってほしいと思うかについては、「そう思う」（「そう思う」と「どち

らかというとそう思う」の合計）が６割超えとなっています。 
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Ⅲ．調査結果 

（就学前児童調査・小学生児童調査） 
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１ お住まいの地域・ご家族の状況等について 

 

（１）居住地域〈単数回答〉〔就学前児童調査・小学生児童調査…問１〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.2%

31.4%

13.2%

8.1%

1.2%

0.2%

25.6%

1.8%

1.2%

2.0%

2.2%

10.9%

30.5%

9.3%

9.5%

2.2%

0.3%

27.5%

1.9%

1.9%

6.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40%

桃映

南陵

成和

六人部

川口

北陵

日新

三和

夜久野

大江

不明・無回答

就学前児童 N=507

小学生児童 N=367
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（２）対象の子どもの生年月〈数量回答〉〔就学前児童調査・小学生児童調査…問２〕 

 

[就学前児童]              [小学生児童] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）子どもの人数〈数量回答〉〔就学前児童調査・小学生児童調査…問３〕 

子どもの人数については、就学前児童では「１人」が 57.0％、次いで「２人」が 32.5％なっています。

小学生児童では「２人」が 46.6％と最も高く、「３人」が 33.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.8%

17.8%

16.0%

13.2%

13.8%

11.4%

13.2%

0.8%

0% 10% 20% 30%

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

６歳

不明・無回答

就学前児童 N=507

14.4%

13.1%

13.9%

21.3%

19.1%

16.1%

2.2%

0% 10% 20% 30%

１年生

２年生

３年生

４年生

５年生

６年生

不明・無回答

小学生児童 N=367

57.0%

32.5%

8.9%

1.4%

0.2%

0.0%

0.0%

0.0%

12.3%

46.6%

33.8%

5.4%

1.1%

0.3%

0.3%

0.3%

0% 20% 40% 60%

１人

２人

３人

４人

５人

６人

７人

不明・無回答

就学前児童 N=507

小学生児童 N=367
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子どもが２人以上いる場合の末子の年齢については、就学前児童では「０歳」が 18.3％と最も高く、

次いで「４歳」が 16.5％となっています。小学生児童では「７歳」が 13.7％と最も高く、次いで「９歳」

が 11.5％となっています。 

 

◎子どもが２人以上いる場合の末子の年齢〈数量回答〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.3%

14.7%

15.1%

12.4%

16.5%

9.6%

11.0%

0.9%

0.5%

0.0%

0.0%

0.5%

0.0%

0.5%

2.8%

2.2%

6.2%

5.9%

6.5%

8.1%

6.8%

13.7%

8.7%

11.5%

10.2%

8.1%

7.5%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40%

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

６歳

７歳

８歳

９歳

10歳

11歳

12歳

不明・無回答

就学前児童 N=218

小学生児童 N=322
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（４）調査票の回答者〈単数回答〉〔就学前児童調査・小学生児童調査…問４〕 

回答者については、就学前児童、小学生児童ともに「母親」がそれぞれ 89.0％、82.6％と最も高くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）調査票の回答者の配偶関係の有無〈単数回答〉〔就学前児童調査・小学生児童調査…問５〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）母親、父親の年齢〈単数回答〉〔就学前児童調査…問５-１、小学生児童調査…問６〕 

母親、父親の年齢については、就学前児童、小学生児童ともに母親より父親の方が高い年代が占める結

果となっています。 

【母親】 

 

【父親】 

 

89.0%

82.6%

10.7%

16.6%

0.4%

0.5%

0.0%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

N=507

小学生児童

N=367

母親 父親 その他 不明・無回答

94.9%

92.1%

4.5%

7.6%

0.6%

0.3%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

N=507

小学生児童

N=367

配偶者がいる 配偶者はいない 事実婚である 不明・無回答

0.0%

0.0%

19.2%

1.1%

59.4%

33.2%

20.4%

58.8%

0.8%

6.3%

0.0%

0.0%

0.2%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

N=505

小学生児童

N=364

19歳以下 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳以上 不明・無回答

0.0%

0.0%

14.2%

0.9%

58.2%

27.6%

24.1%

54.4%

2.9%

14.5%

0.0%

2.0%

0.6%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

N=486

小学生児童

N=344

19歳以下 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳以上 不明・無回答
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（７）子どもとの同居の状況〈複数回答〉〔就学前児童調査…問５-２、小学生児童調査…問７〕 

子どもとの同居の状況（続柄は子どもからみた関係）については、就学前児童では「父母同居」が 94.3％

と最も高く、次いで、「祖母近居」が 8.1％となっています。小学生児童では「父母同居」が 90.7％と最

も高く、次いで「祖母同居」が 11.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）子どもの祖父母が近くに住んでいるか〈単数回答〉 

〔就学前児童調査…問５-３、小学生児童調査…問８〕 

子どもの祖父母が近くに住んでいるかについては、「住んでいる」が就学前児童で 64.7％、小学生児童

で 73.8％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

64.7%

73.8%

35.3%

25.9%

0.0%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

N=507

小学生児童

N=367

住んでいる 住んでいない 不明・無回答

94.3%

0.4%

3.9%

4.1%

5.5%

6.3%

8.1%

1.8%

0.4%

90.7%

1.1%

6.8%

6.5%

11.2%

7.4%

8.4%

0.8%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父母同居

父同居(ひとり親家庭)

母同居(ひとり親家庭)

祖父同居

祖母同居

祖父近居

祖母近居

その他

不明・無回答

就学前児童 N=507

小学生児童 N=367
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（９）子育てを主に行っている方〈単数回答〉〔就学前児童調査…問６、小学生児童調査…問９〕 

子育てを主に行っている方については、就学前児童、小学生児童ともに「父母ともに」がそれぞれ 56.0％、

60.2％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

56.0%

60.2%

43.2%

38.1%

0.6%

1.1%

0.2%

0.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

N=507

小学生児童

N=367

父母ともに 主に母親 主に父親 主に祖父母 その他 不明・無回答
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２ 子どもの育ちをめぐる環境について 

 

（１）子どもが日常的に通っている施設〈単数回答〉〔就学前児童調査…問７〕 

子どもが日常的に通っている施設について、就学前児童では、「保育園（所）」が 34.7％と最も高く、

次いで「通っている施設はない」が 30.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和元年度調査結果との比較】 

就学前児童の令和５年度調査結果は、「認定こども園」の割合が高く、「保育園(所)」の割合が低くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

9.3% 34.7% 23.5% 30.0%
2.6%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

N=507

幼稚園 保育園（所） 認定こども園 通っている施設はない その他 不明・無回答

14.2 48.0 1.8

2.2

33.4 0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=598）

幼稚園 保育園（所） 認定こども園

その他 通っている施設はない 不明・無回答

[令和元年度]調査 
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（２）子どもの成長に大きく影響すると思われる環境〈複数回答〉 

〔就学前児童調査…問８、小学生児童調査…問 10〕 

子どもの成長に大きく影響すると思われる環境について、就学前児童では「家庭」が 96.1％と最も高

く、次いで、「保育園（所）」が 54.6％となっています。小学生児童では「家庭」が 96.5％と最も高く、

次いで「小学校」が 80.9％となっています。 

【令和元年度調査結果との比較】 

就学前児童の令和５年度調査結果は「認定こども園」の割合が高くなっています。 

 

 [就学前児童]                

 

[小学生児童] 

 

96.1%

41.8%

28.6%

54.6%

38.9%

2.4%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家庭

地域

幼稚園

保育園(所)

認定こども園

その他

不明・無回答

就学前児童 N=507

96.5%

43.6%

80.9%

4.4%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家庭

地域

小学校

その他

不明・無回答

小学生児童 N=367

0.3

1.8

10.4

63.9

29.1

43.0

96.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

不明・無回答

その他

認定こども園

保育園（所）

幼稚園

地域

家庭

就学前児童（N=598）

0.7

6.4

82.1

44.1

94.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

不明・無回答

その他

小学校

地域

家庭

小学生児童（N=424）

[令和元年度]調査 

[令和元年度]調査 
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（３）日頃、子どもをみてもらえる親族・知人の有無〈複数回答〉 

〔就学前児童調査…問９、小学生児童調査…問 11〕 

日頃、子どもをみてもらえる親族・知人の有無について、就学前児童、小学生児童ともに「緊急時もし

くは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる」がそれぞれ 62.1％、60.8％と最も高く、次いで「日

常的に祖父母等の親族にみてもらえる」がそれぞれ 21.9％、27.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

21.9%

62.1%

2.0%

6.3%

21.1%

0.4%

27.2%

60.8%

2.2%

12.8%

12.8%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみ

てもらえる

日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえ

る友人・知人がいる

いずれもいない

不明・無回答

就学前児童 N=507

小学生児童 N=367
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（３）で「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」または「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる」を選んだ方 

（３）－１ 祖父母等の親族にみてもらっている状況〈複数回答〉 

〔就学前児童調査…問９-１、小学生児童調査…問 11-１〕 

祖父母等の親族にみてもらっている状況について、就学前児童、小学生児童ともに「祖父母等の親族が

子育てに協力してくれ、安心である」がそれぞれ 83.8％、77.8％と最も高くなっています。 

【令和元年度調査結果との比較】 

就学前児童の令和５年度調査結果は「祖父母等の親族が子育てに協力してくれ、安心である」の割合

が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

83.8%

23.7%

14.9%

19.5%

4.4%

2.3%

0.0%

77.8%

21.9%

13.5%

19.5%

3.7%

2.7%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

祖父母等の親族が子育てに協力してくれ安心であ

る

祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である

祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が大

きく心配である

自分たち親の立場として、負担をかけていること

が心苦しい

祖父母等にみてもらうことで、子どもの教育や発

達について、少し不安がある

その他

不明・無回答

就学前児童 N=389

小学生児童 N=297

0.0

2.8

7.2

20.7

11.8

15.7

70.5

2.5

4.4

4.7

18.4

12.5

20.5

71.8

0% 20% 40% 60% 80%

不明・無回答

その他

子どもの教育や発達について、少し不安がある

自分たち親の立場として、負担をかけているこ

とが心苦しい

祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が

大きく心配である

祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配であ

る

祖父母等の親族が子育てに協力してくれ安心で

ある

就学前児童（N=550） 小学生児童（N=363）

[令和元年度]調査 



20 

（３）で「日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる」または「緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる」を選んだ方 

（３）－２ 友人・知人にみてもらっている状況〈複数回答〉 

〔就学前児童調査…問９-２、小学生児童調査…問 11-２〕 

友人・知人にみてもらっている状況について、就学前児童、小学生児童ともに「友人・知人が子育てに

協力してくれ、安心である」がそれぞれ 78.9％、68.5％と最も高くなっています。 

【令和元年度調査結果との比較】 

就学前児童の令和５年度調査結果は「友人・知人が子育てに協力してくれ、安心である」の割合が高

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

78.9%

5.3%

10.5%

15.8%

0.0%

2.6%

2.6%

68.5%

1.9%

1.9%

20.4%

0.0%

11.1%

3.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

友人・知人が子育てに協力してくれ安心である

友人・知人の身体的負担が大きく心配である

友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく

心配である

自分たち親の立場として、負担をかけていること

が心苦しい

友人・知人にみてもらうことで、子どもの教育や

発育について、少し不安がある

その他

不明・無回答

就学前児童 N=38

小学生児童 N=54

2.2

3.3

3.3

17.6

9.9

5.5

70.3

6.8

8.2

0.0

15.1

5.5

2.7

65.8

0% 20% 40% 60% 80%

不明・無回答

その他

子どもの教育や発達について、少し不安がある

自分たち親の立場として、負担をかけていること

が心苦しい

友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく

心配である

友人・知人の身体的負担が大きく心配である

友人・知人が子育てに協力してくれ安心である

就学前児童（N=73） 小学生児童（N=91）

[令和元年度]調査 
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（４）子育てについて感じる気持ち〈単数回答〉 

〔就学前児童調査…問９-３、小学生児童調査…問 12〕 

子育てについて感じる気持ちについて、「楽しい」（「とても楽しい」と「楽しい」の合計）が就学前児

童で 64.3％、小学生児童で 65.9％、「不安又は負担を感じる」（「少し不安又は負担を感じる」と「とても

不安又は負担を感じる」の合計）が就学前児童で 31.8％、小学生児童で 28.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20.3%

23.2%

44.0%

42.8%

29.8%

25.6%

2.0%

3.3%

3.6%

4.9%

0.4%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

N=507

小学生児童

N=367

とても楽しい 楽しい 少し不安又は負担を感じる

とても不安又は負担を感じる どちらとも言えない 不明・無回答
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（５）子育てをする上での悩みや不安〈複数回答〉 

〔就学前児童調査…問９-４、小学生児童調査…問 13〕 

子育てをする上で、子どものことで日頃悩んでいることや不安に感じることについて、就学前児童では

「子どものしつけ」が 50.1％と最も高く、次いで「子どもの教育や将来の教育費」が 48.3％となってい

ます。小学生児童では「子どもの教育や将来の教育費」が 53.1％と最も高く、次いで「学力」が 36.2％

となっています。 

 

➀子どものこと 

 

[就学前児童]               [小学生児童] 

 

 

 

 

 

45.0%

44.2%

36.1%

50.1%

27.8%

23.9%

48.3%

31.4%

8.5%

5.5%

1.4%

0.2%

0% 20% 40% 60%

病気や発育・発達

食事や栄養

育児の方法

子どものしつけ

子どもとの接し方

子どもの遊び

子どもの教育や将

来の教育費

子育てで出費がか

さむ

子どもの生活リズ

ムが乱れている

特にない

その他

不明・無回答

就学前児童 N=507

22.6%

21.3%

16.9%

18.0%

26.2%

53.1%

32.7%

4.6%

10.4%

36.2%

31.6%

9.8%

4.1%

0.3%

0% 20% 40% 60%

病気や発育・発達

食事や栄養

育児の方法

子どもとの時間が

とれない

子どもとの接し方

子どもの教育や将

来の教育費

友達づきあい(いじ

め等を含む)

学 校 へ の 行 き 渋

り・不登校

子どもの生活リズ

ムが乱れている

学力

SNSとの付き合い方

特にない

その他

不明・無回答

小学生児童 N=367
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子育てをする上で、保護者のことで日頃悩んでいることや不安に感じることについて、就学前児童では

「仕事や自分のやりたいことができない」が 33.5％で最も高く、次いで、「子育てによる身体の疲れが大

きい」が 27.2％となっています。小学生児童では「子どもを叱りすぎているような気がする」が 31.1％

と最も高く、次いで「特にない」が 27.2％となっています。 

 

②保護者のこと 

 

[就学前児童] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

33.5%

13.0%

7.3%

20.3%

26.4%

3.2%

11.0%

27.2%

20.3%

5.9%

15.0%

7.1%

22.3%

15.4%

2.8%

0.8%

0% 20% 40% 60%

仕事や自分のやりたいことができない

配偶者・パートナーの協力が少ない

話し相手や相談相手、協力者がいない

保護者同士の交流・つきあいが難しい

子どもを叱りすぎているような気がする

ストレスがたまって、子どもに手をあげたり、世

話をしなかったりしてしまう

地域の子育て支援サービスの内容や利用・申し込

み方法がよくわからない

子育てによる身体の疲れが大きい

保護者が楽しむ時間がない

家族の中での子育て方針の違い

住居が狭い

体調がすぐれない

経済的に余裕がない

特にない

その他

不明・無回答

就学前児童 N=507



24 

【令和元年度調査結果との比較】 

就学前児童の令和５年度調査結果は「仕事や自分のやりたいことができない」、「配偶者・パートナー

の協力が少ない」、「子どもを叱りすぎているような気がする」の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

4.2

3.5

16.7

11.9

4.8

17.6

20.2

9.2

6.2

40.3

15.6

6.5

30.6

54.0

0% 20% 40% 60%

不明・無回答

その他

特にない

住居が狭い

家族の中で子育て方針の違い

保護者が楽しむ時間がない

子育てによる身体の疲れが大きい

市域の子育て支援サービスの内容や利用・申し

込み方法がよくわからない

ストレスがたまって、子どもに手をあげたり、

世話をしなかったりしてしまう

子どもを叱りすぎているような気がする

保護者同士の交流・つきあいが難しい

話し相手や相談相手、協力者がいない

配偶者・パートナーの協力が少ない

仕事や自分のやりたいことができない

就学前児童（N=598）

[令和元年度]調査 



25 

[小学生児童] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

23.2%

9.8%

5.2%

20.4%

31.1%

3.8%

4.4%

9.8%

4.9%

23.7%

27.2%

2.2%

1.4%

0% 20% 40% 60%

仕事や自分のやりたいことができない

配偶者・パートナーの協力が少ない

話し相手や相談相手、協力者がいない

保護者同士の交流・つきあいが難しい

子どもを叱りすぎているような気がする

ストレスがたまって、子どもに手をあげたり、世

話をしなかったりしてしまう

地域の子育て支援サービスの内容や利用・申し込

み方法がよくわからない

家族の中での子育て方針の違い

体調がすぐれない

経済的に余裕がない

特にない

その他

不明・無回答

小学生児童 N=367
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【令和元年度調査結果との比較】 

小学生児童の令和５年度調査結果は「仕事や自分のやりたいことができない」、「特にない」の割合が

高くなっています。 

  

1.8

4.6

15.5

5.8

3.9

4.0

26.5

11.5%

3.7

10.6

12.1

0% 10% 20% 30%

不明・無回答

その他

特にない

家族の中で子育て方針の違い

市域の子育て支援サービスの内容や利用・申し込み

方法がよくわからない

ストレスがたまって、子どもに手をあげたり、世話

をしなかったりしてしまう

子どもを叱りすぎているような気がする

保護者同士の交流・つきあいが難しい

話し相手や相談相手、協力者がいない

配偶者・パートナーの協力が少ない

仕事や自分のやりたいことができない

小学生児童（N=424）

[令和元年度]調査 
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（６）子育てをする上での相談相手（場所）の有無〈単数回答〉 

〔就学前児童調査…問 10、小学生児童調査…問 14〕 

子育てをする上で、気軽に相談できる人（場所）はあるかについて、「ない」が就学前児童で 11.4％、

小学生児童で 19.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

88.2%

80.7%

11.4%

19.1%

0.4%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

N=507

小学生児童

N=367

ある ない 不明・無回答
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（６）で「ある」を選んだ方 

（６）－１ 子育てをする上での相談相手や相談できる先〈複数回答〉 

〔就学前児童調査…問 10－１、小学生児童調査…問 15〕 

子育てに関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）かについて、就学前児童では「祖父母等の親族」

が 82.1％と最も高く、次いで「友人や知人」が 68.5％となっています。小学生児童では「友人や知人」

が 78.4％と最も高く、次いで「祖父母等の親族」が 76.7％となっています。 

【令和元年度調査結果との比較】 

就学前児童の令和５年度調査結果は「認定こども園」の割合が高く、「保育園(所)」の割合が低くな

っています。 

 

[就学前児童]             

 

82.1%

68.5%

8.5%

6.0%

7.4%

13.4%

5.6%

12.3%

0.0%

7.2%

2.0%

0.0%

0.0%

0.4%

4.5%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

子育てサークル・NPO・子

育て支援施設（児童館等）

保 健 所 ・ 保 健 福 祉 セ ン

ター・子ども政策室

保育園（所）

幼稚園

認定こども園

民生委員・児童委員

かかりつけの医師

自治体の子育て関連担当窓

口

母子・父子自立支援員

児童相談所

民間の電話相談

その他

不明・無回答

就学前児童 N=447

0.0

2.8

0.0

0.0

0.0

1.7

7.7

0.6

0.7

8.8

28.7

5.3

7.0

12.3

75.1

85.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

不明・無回答

その他

民間の電話相談

児童相談所

母子・父子自立支援員

自治体の子育て関連担当窓

口

かかりつけの医師

民生委員・児童委員

認定こども園

幼稚園

保育園（所）

保健所・保健福祉センター

子育てサークル・ＮＰＯ・

子育て支援施設

近所の人

友人や知人

祖父母等の親族

就学前児童（N=543）

[令和元年度]調査 
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[小学生児童] 

 

 

 

 

  

0.0

5.7

0.0

1.1

0.0

0.9

0.0

0.3

5.4

25.9

12.3

77.5

74.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

不明・無回答

その他

民間の電話相談

児童相談所

母子・父子自立支援員

教育相談室

家庭児童相談室

民生委員・児童委員

医師など医療関係者

学校の先生

近所の人

友人や知人

祖父母等の親族

小学生児童（N=351）

76.7%

78.4%

12.5%

21.6%

9.8%

1.0%

1.0%

1.7%

0.0%

0.0%

0.0%

2.7%

3.0%

24.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

学校の先生

医師などの医療関係者

民生委員・児童委員

家庭児童相談所

教育相談室

母子・父子自立支援員

児童相談所

民間の電話相談

子ども政策室などの行政

機関

その他

不明・無回答

小学生児童 N=296

[令和元年度]調査 
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（７）近隣の人々との付き合い〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 10-２、小学生児童調査…問 15〕 

近所や地域の人々との付き合いについて、就学前児童では「付き合いはほとんどなく、あいさつをする

程度」が 52.5％、小学生児童では 36.2％と、それぞれ最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

7.5%

9.5%

12.8%

22.1%

25.0%

31.9%

52.5%

36.2%

2.0%

0.0%

0.2%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

N=507

小学生児童

N=367

親しい (付き合いがあり)やや親しい

少々付き合いがある 付き合いはほとんどなく、あいさつをする程度

分からない 不明・無回答
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（８）子どもの、催しへの参加状況〈複数回答〉〔就学前児童調査…問 10－３、小学生児童調査…問 16〕 

子どもの、催しへの参加状況について、就学前児童では「子育て支援サークルの活動」が 21.9％、小

学生児童では「スポーツ活動」が 45.8％と、それぞれ最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和元年度調査結果との比較】 

小学生児童の令和５年度調査結果は、「子ども会等の青少年団体活動」の割合が高くなっています。 

 

24.3

3.1

4.7

4.2

5.9

13.7

43.4

3.1

65.7

1.8

1.5

8.9

1.5

4.2

11.4

13.0

0% 20% 40% 60% 80%

不明・無回答

その他の活動

リサイクル等の環境分野での社会貢献活動

子供会等の青少年団体活動

キャンプ等の野外活動

文化・音楽活動

スポーツ活動

子育て支援サークルの活動

就学前児童（N=598） 小学生児童（N=424）

[令和元年度]調査 

21.9%

13.6%

9.7%

2.8%

6.7%

1.2%

3.4%

51.3%

5.2%

45.8%

17.4%

7.6%

30.5%

3.8%

1.9%

26.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育て支援サークルの活動

スポーツ活動

文化・音楽活動

キャンプ等の野外活動

子ども会等の青少年団体活動

リサイクル等の環境分野での社会貢献活動

その他の活動

不明・無回答
就学前児童 N=507

小学生児童 N=367
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（９）子どもの遊び場〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 10－４〕 

子どもが日中どこで遊ぶことが多いかについて、就学前児童では、「自宅」が 59.4％と最も高く、次い

で「公園」が 21.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21.9%

7.3%

0.2%

3.9%

0.0%

2.0%

2.4%

59.4%

3.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公園

家の近くの道路、路地

子どもの友人宅

親族宅

知人宅

児童館

地域子育て支援拠点

自宅

その他

不明・無回答

就学前児童 N=507
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（10）遊び場で困ること・困ったこと〈複数回答〉〔就学前児童調査…問 10－５〕 

遊び場で困ること・困ったことについて、就学前児童では、「雨の日に遊べる場所がない」が 66.5％と

最も高く、次いで「遊具などの種類が充実していない」が 34.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和元年度調査結果との比較】 

就学前児童の令和５年度調査結果は「雨の日に遊べる場所がない」「近くに遊び場がない」「思い切り

遊ぶための十分な広さがない」「遊具などの種類が充実していない」「遊具などの設備が古くて危険で

ある」「トイレなどが不衛生である」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

66.5%

29.2%

8.3%

11.6%

15.2%

34.9%

16.0%

20.9%

12.6%

11.8%

14.8%

5.7%

0.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

雨の日に遊べる場所がない

近くに遊び場がない

遊び場や周辺環境が悪く、安心して遊べない

遊び場周辺の道路が危険である

思い切り遊ぶための十分な広さがない

遊具などの種類が充実していない

遊具などの設備が古くて危険である

トイレなどが不衛生である

遊び場に同じ歳くらいの遊び仲間がいない

いつも閑散としていて寂しい感じがする

特にない

その他

不明・無回答

就学前児童 N=507

1.3

6.8

2.7

4.4

4.5

7.7

5.1

10.5

4.0

4.6

3.0

15.8

29.6

0% 20% 40%

不明・無回答

特にない

その他

いつも閑散としていて寂しい感じがする

遊び場に同じ歳くらいの遊び仲間がいない

トイレなどが不衛生である

遊具などの設備が古くて危険である

遊具などの種類が充実していない

思い切り遊ぶための十分な広さがない

遊び場周辺の道路が危険である

遊び場や周辺環境が悪く、安心して遊べない

近くに遊び場がない

雨の日に遊べる場所がない

就学前児童（N=598）

[令和元年度]調査 
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（11）子どもと外出する際に、困ること・困ったこと〈複数回答〉〔就学前児童調査…問 10－６〕 

子どもと外出する際に、困ること・困ったことについて、就学前児童では、「買い物中などに子どもを

遊ばせる場所がない」が 43.4％と最も高く、次いで「小さな子どもの食事に配慮された場所がない」が

26.4％となっています。 

 

  

13.6%

15.8%

10.3%

17.9%

25.4%

26.4%

43.4%

16.6%

4.9%

8.5%

21.5%

3.7%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

歩道や信号がない通りが多く、安全面で心配

歩道の段差などベビーカー等の通行が困難

交通機関や建物がベビーカーでの移動に配慮され

ていない

授乳する場所や必要な設備がない

オムツ替えや親子での利用に便利なトイレがない

小さな子どもの食事に配慮された場所がない

買い物中などに子どもを遊ばせる場所がない

暗い通りや見通しのきかないところが多く、子ど

もが犯罪被害にあわないか心配

周囲の人が子ども連れを迷惑そうにみる

困っているときに手を貸してくれる人が

少ない

特にない

その他

不明・無回答

就学前児童 N=507
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【令和元年度調査結果との比較】 

就学前児童の令和５年度調査結果は「買い物中などに子どもを遊ばせる場所がない」の割合が高く、

「歩道や信号がない通りが多く、安全面で心配」「歩道の段差などベビーカー等の通行が困難」の割合

が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6.5

20.2

3.3

7.4

7.0

14.9

33.4

21.4

27.3

15.1

8.9

35.6

41.3

0% 10% 20% 30% 40% 50%

不明・無回答

特にない

その他

困っているときに手を貸してくれる人が少ない

周囲の人が子ども連れを迷惑そうにみる

暗い通りや見通しのきかないところが多く、子ど

もが犯罪被害にあわないか心配

買い物中などに子どもを遊ばせる場所がない

小さな子供の食事に配慮された場所がない

オムツ替えや親子での利用に便利なトイレがない

授乳する場所や必要な設備がない

交通機関や建物がベビーカーでの移動に配慮され

ていない

歩道の段差などベビーカー等の通行が困難

歩道や信号がない通りが多く、安全面で心配

就学前児童（N=598）

[令和元年度]調査 
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（12）子どもの休日や夜間の急病時の利用機関〈単数回答〉 

〔就学前児童調査…問 10－７、小学生児童調査…問 17〕 

子どもの休日や夜間の急な発熱などの急病時に、どのような機関を利用しているかについて、就学前児

童、小学生児童ともに「休日急患診療所」がそれぞれ 50.3％、66.8％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和元年度調査結果との比較】 

就学前児童の令和５年度調査結果は「休日急患診療所」の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50.3% 20.1% 17.6%

0.2%

6.5% 4.7%
0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

N=507

休日救患診療所 かかりつけ医 電話相談（♯8000など）
LINE相談（子ども政策室） 受診できる医療機関を知らない その他
不明・無回答

66.8% 19.9% 5.4%
3.3%

4.4%
0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生児童

N=367

休日救患診療所 かかりつけ医 電話相談（♯8000など）

受診できる医療機関を知らない その他 不明・無回答

74.3

68.7

13.9

11.4

2.4

9.5

6.8

5.9

0.5

3.5

2.1

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生児童

（N=424）

就学前児童

（N=598）

休日急患診療所 かかりつけ医
電話相談 その他
受診できる医療機関を知らない 不明・無回答

[令和元年度]調査 
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３ 保護者の就労状況について 

 

（１）保護者の就労状況〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 12、小学生児童調査…問 18〕 

保護者の就労状況について、就学前児童の母親では「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休

業中ではない」が 32.3％、小学生児童の母親では「パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・

介護休業中ではない」が 45.9％と最も高くなっています。父親では、就学前児童、小学生児童ともに「フ

ルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」がそれぞれ 96.7％、96.5％と最も高くな

っています。 

 

【令和元年度調査結果との比較】 

就学前児童の母親の令和５年度調査結果は「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中で

はない」の割合が高く、「以前は就労していたが、現在は就労していない」の割合は低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32.3%

17.8%

27.3%

4.0%

18.0%

0.4%

0.2%

41.2%

2.2%

45.9%

0.5%

8.2%

0.5%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護

休業中ではない

フルタイムで就労しているが、産休・育休・介

護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、産休・

育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しているが、産

休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

不明・無回答
就学前児童 N=505 小学生児童 N=364

【母親】 

就労して 
いない 

就労中 

3.1

1.4

14.4

0.7

44.3

1.7

34.4

1.8

0.8

31.4

3.7

27.6

14.0

20.6

0% 20% 40% 60%

不明・無回答

これまで就労したことがない

以前は就労していたが、現在は就労していない

パート・アルバイト等【産休・育休・介護休業

中】

パート・アルバイト等

フルタイム【産休・育休・介護休業中】

フルタイム

就学前児童（N=598） 小学生児童（N=424）

就労中 

就労して 
いない 

[令和元年度]調査 
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8.3

0.0

0.0

0.0

1.2

0.7

89.9

5.5

0.0

0.3

0.0

0.3

0.3

93.5

0% 50% 100%

不明・無回答

これまで就労したことがない

以前は就労していたが、現在は就労していない

パート・アルバイト等【産休・育休・介護休業

中】

パート・アルバイト等

フルタイム【産休・育休・介護休業中】

フルタイム

就学前児童（N=598） 小学生児童（N=424）

96.7%

1.0%

0.6%

0.0%

0.4%

0.2%

1.0%

96.5%

0.3%

0.6%

0.0%

1.2%

0.0%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休

業中ではない

フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護

休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育

休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しているが、産休・

育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

不明・無回答

就学前児童 N=486

小学生児童 N=344

【父親】 

就労中 

就労して 
いない 

[令和元年度]調査 
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●就労している保護者の状況〈数量回答〉 

就労している保護者の状況について、就学前児童母親、小学生児童母親ともに１週当たりの就労日数は

「５日」、１日当たりの就労時間は「８時間」、家を出る時間は「７～８時台」、帰宅時間は「17～18時台」、

理想の家を出る時間は「７～８時台」、理想の帰宅時間は「15～16時台」がそれぞれ最も高くなっていま

す。就学前児童父親、小学生児童父親ともに１週当たりの就労日数は「５日」、１日当たりの就労時間は

「９時間以上」、家を出る時間は「７～８時台」、帰宅時間は「19～20時台」、理想の家を出る時間は「７

～８時台」、理想の帰宅時間は「17～18時台」がそれぞれ最も高くなっています。 

①１週当たりの就労日数 

【令和元年度調査結果との比較】 

小学生児童の父親の令和５年度調査結果は「５日」の割合が高くなっています。 

 

 

  

0.5%

0.7%

1.0%

6.6%

13.6%

71.3%

4.9%

0.5%

1.0%

0.3%

0.0%

1.5%

6.4%

16.5%

67.3%

7.0%

0.9%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

０日

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

不明・無回答

就学前児童 N=411 小学生児童 N=327

0.4%

0.0%

1.5%

1.0%

74.9%

18.6%

1.9%

1.7%

0.0%

0.0%

0.9%

0.9%

71.9%

22.4%

3.0%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80%

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

不明・無回答

就学前児童 N=478 小学生児童 N=335

1.8

1.3

33.4

60.2

0.8

2.1

0.5

0.0

4.6

2.3

24.9

65.5

0.9

0.7

0.9

0.2

0% 20% 40% 60% 80%

不明・無回答

7日

6日

5日

4日

3日

2日

1日

就学前児童（N=563） 小学生児童（N=389）

【父親】 
【母親】 

【父親】 

1.2

0.0

8.7

67.2

16.3

4.4

2.3

0.0

2.5

0.5

5.8

66.2

17.5

5.6

0.5

1.3

0% 20% 40% 60% 80%

不明・無回答

7日

6日

5日

4日

3日

2日

1日

就学前児童（N=394） 小学生児童（N=344）

[令和元年度]調査 

[令和元年度]調査 
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②１日当たりの就労時間 

 

 

③家を出る時間 

 

1.0%

0.2%

0.7%

1.2%

7.8%

10.2%

13.6%

12.7%

32.8%

18.7%

1.0%

0.3%

0.0%

0.3%

3.4%

8.0%

12.8%

15.9%

15.3%

26.6%

16.2%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80%

０時間

１時間

２時間

３時間

４時間

５時間

６時間

７時間

８時間

９時間以上

不明・無回答

就学前児童 N=411 小学生児童 N=327

0.2%

0.0%

0.0%

0.4%

0.6%

0.0%

0.2%

1.7%

37.9%

56.9%

2.1%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.9%

1.8%

42.1%

52.8%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80%

０時間

１時間

２時間

３時間

４時間

５時間

６時間

７時間

８時間

９時間以上

不明・無回答

就学前児童 N=478 小学生児童 N=335

0.0%

0.0%

2.2%

83.2%

9.2%

0.7%

0.2%

1.5%

0.0%

0.5%

0.0%

0.2%

2.2%

0.0%

0.0%

2.4%

77.7%

17.1%

0.6%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.6%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１～２時台

３～４時台

５～６時台

７～８時台

９～10時台

11～12時台

13～14時台

15～16時台

17～18時台

19～20時台

21～22時台

23～24時台

不明・無回答

就学前児童 N=411 小学生児童 N=327

0.0%

0.6%

10.7%

80.1%

2.9%

0.6%

1.3%

0.8%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

2.9%

0.6%

1.2%

13.7%

74.0%

3.9%

0.3%

0.3%

0.3%

0.3%

1.2%

0.6%

0.3%

3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１～２時台

３～４時台

５～６時台

７～８時台

９～10時台

11～12時台

13～14時台

15～16時台

17～18時台

19～20時台

21～22時台

23～24時台

不明・無回答

就学前児童 N=478 小学生児童 N=335

【母親】 【父親】 

【母親】 【父親】 
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④帰宅時間 

【令和元年度調査結果との比較】 

小学生児童の母親の令和５年度調査結果は、「17～18時台」の割合が高く、「15～16時台」の割合が

低くなっています。就学前児童の父親は、「17～18時台」の割合が高くなっています。小学生児童の父

親は「19～20時台」の割合が高く、「17～18時台」の割合が低くなっています。                

0.5%

1.5%

0.7%

0.0%

0.2%

0.7%

6.6%

17.0%

59.6%

10.0%

0.7%

0.2%

2.2%

0.0%

0.6%

1.2%

0.6%

0.0%

3.1%

10.4%

24.5%

49.5%

8.0%

0.0%

0.6%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１～２時台

３～４時台

５～６時台

７～８時台

９～10時台

11～12時台

13～14時台

15～16時台

17～18時台

19～20時台

21～22時台

23～24時台

不明・無回答

就学前児童 N=411 小学生児童 N=327

9.0

0.3

0.8

25.2

60.2

2.3

0.5

0.5

0.5

0.8

0.0

0.0

0.0

8.9

3.0

11.0

43.0

25.8

1.8

0.4

0.4

3.2

1.2

0.9

0.2

0.4

0% 20% 40% 60% 80%

不明・無回答

23～24時台

21～22時台

19～20時台

17～18時台

15～16時台

13～14時台

11～12時台

9～10時台

7～8時台

5～6時台

3～4時台

1～2時台

就学前児童（N=563） 小学生児童（N=389）

0.2%

0.2%

1.0%

1.3%

2.5%

1.0%

0.4%

1.5%

38.3%

39.1%

10.0%

1.5%

2.9%

0.3%

0.0%

0.9%

2.4%

2.1%

1.5%

0.3%

3.3%

34.3%

39.4%

9.0%

3.3%

3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１～２時台

３～４時台

５～６時台

７～８時台

９～10時台

11～12時台

13～14時台

15～16時台

17～18時台

19～20時台

21～22時台

23～24時台

不明・無回答

就学前児童 N=478 小学生児童 N=335

2.6

0.0

0.0

0.3

29.7

55.2

9.3

1.7

0.3

0.0

0.0

0.3

0.6

3.3

0.0

0.5

5.3

57.9

23.1

7.6

1.8

0.0

0.0

0.0

0.5

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

不明・無回答

23～24時台

21～22時台

19～20時台

17～18時台

15～16時台

13～14時台

11～12時台

9～10時台

7～8時台

5～6時台

3～4時台

1～2時台

就学前児童（N=394） 小学生児童（N=344）

【母親】 [令和元年度]調査 

[令和元年度]調査 【父親】 
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⑤理想の家を出る時間 

【母親】                【父親】 

 

⑥ 理想の帰宅時間 

【母親】                【父親】 

0.0%

0.0%

0.0%

63.7%

33.6%

0.2%

0.2%

0.0%

0.0%

0.2%

0.0%

0.0%

1.9%

0.0%

0.0%

0.0%

59.9%

37.3%

0.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.3%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１～２時台

３～４時台

５～６時台

７～８時台

９～10時台

11～12時台

13～14時台

15～16時台

17～18時台

19～20時台

21～22時台

23～24時台

不明・無回答

就学前児童 N=411 小学生児童 N=327

0.0%

0.0%

1.7%

81.6%

12.3%

0.0%

0.0%

0.2%

0.2%

0.2%

0.0%

0.0%

3.8%

0.0%

0.0%

1.5%

87.8%

6.0%

0.0%

0.3%

0.0%

0.6%

0.3%

0.0%

0.3%

3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１～２時台

３～４時台

５～６時台

７～８時台

９～10時台

11～12時台

13～14時台

15～16時台

17～18時台

19～20時台

21～22時台

23～24時台

不明・無回答

就学前児童 N=478 小学生児童 N=335

0.0%

1.5%

0.0%

0.0%

0.2%

1.0%

6.6%

53.5%

35.3%

0.2%

0.0%

0.0%

1.7%

0.0%

0.0%

0.3%

0.0%

0.0%

2.1%

11.0%

51.7%

32.1%

0.3%

0.0%

0.3%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１～２時台

３～４時台

５～６時台

７～８時台

９～10時台

11～12時台

13～14時台

15～16時台

17～18時台

19～20時台

21～22時台

23～24時台

不明・無回答

就学前児童 N=411 小学生児童 N=327

0.0%

0.2%

1.0%

0.2%

0.4%

0.6%

0.0%

6.3%

79.5%

6.9%

1.0%

0.0%

3.8%

0.0%

0.0%

1.2%

0.3%

0.3%

0.0%

0.0%

6.3%

72.5%

14.0%

1.5%

0.6%

3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１～２時台

３～４時台

５～６時台

７～８時台

９～10時台

11～12時台

13～14時台

15～16時台

17～18時台

19～20時台

21～22時台

23～24時台

不明・無回答

就学前児童 N=478 小学生児童 N=335
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（１）で「パート・アルバイト等」または「パート・アルバイト等【産休・育休・介護休業中である】」を選んだ方 

（２）パート・アルバイト等で就労している方のフルタイムへの転換希望〈単数回答〉 

〔就学前児童調査…問 13、小学生児童調査…問 19〕 

パート・アルバイト等で就労している方のフルタイムへの転換希望について、就学前児童の母親、小学

生児童の母親ともに「パート・アルバイト等の就労を続けることを希望」がそれぞれ 43.0％、50.9％と

最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和元年度調査結果との比較】 

就学前児童の母親の令和５年度調査結果は、「パート・アルバイト等の就労を続けることを希望」の

割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※就学前児童の父親では、「フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある」が２件、「パー

ト・アルバイト等の就労を続けることを希望」が、１件の回答がありました。小学生児童の父親では、

「フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない」が１件、「パート・アルバイト等の

就労を続けることを希望」が１件ありました。 

 

15.2%

8.9%

31.0%

33.7%

43.0%

50.9%

7.0%

3.6%

3.8%

3.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童 N=158

小学生児童 N=169

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある
フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない
パート・アルバイト等の就労を続けることを希望
パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい
不明・無回答

【母親】 

7.3

7.5

29.3

29.9

57.6

53.5

3.7

3.2

2.1

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生児童

（N=191）

就学前児童

（N=187）

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある
フルタイムへの転換希望があるが、実現できる見込みはない
パート・アルバイト等の就労を続けることを希望
パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい
不明・無回答

【父親】 

[令和元年度]調査 
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（１）で「以前はフルタイム又はパート・アルバイト等で就労していた」または「これまで就労したことがない」を選んだ方 

（３）現在、就労していない方の就労希望〈単数回答〉 

〔就学前児童調査…問 14、小学生児童調査…問 20〕 

現在就労していない方の就労希望について、就学前児童の母親では、「１年より先、一番下の子どもが

□□歳になったころに就労したい」が 43.0％、小学生児童の母親では、「今子育てや家事などに専念した

い」「１年より先、一番下の子どもが □□歳になったころに就労したい」「すぐにでも、もしくは１年以

内に就労したい」が 31.3％となっています。 

 

【母親】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【父親】 

  

※就学前児童の父親では、「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」が、３件ありました。小学

生児童の父親では、「今は子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）」が、２件、「すぐに

でも、もしくは１年以内に就労したい」が、２件ありました。 

 

 

 

 

 

 

26.9%

31.3%

43.0%

31.3%

26.9%

31.3%

3.2%

6.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

N=93

小学生児童

N=32

今は子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

1年より先、一番下の子どもが □□歳になったころに就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

不明・無回答
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一番下の子どもが何歳になれば就労したいかについては、就学前児童、小学生児童ともに「３歳」でそ

れぞれ 47.5％、30.0％と最も高くなっています。 

①一番下の子どもが何歳になれば就労したいか〈数量回答〉 

《「１年より先、一番下の子どもが□□歳になったころに就労したい」を選んだ方》 

【令和元年度調査結果との比較】 

就学前児童の母親の令和５年度調査結果は「３歳」の割合が高くなっています。小学生児童の母親は

「４歳」、「12歳以上」が高く、「８歳」、「10歳」が低くなっています。 

 

 

 

【父親】 

※回答はありませんでした。 

5.0%

15.0%

47.5%

2.5%

2.5%

10.0%

15.0%

2.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

６歳

７歳

８歳

９歳

10歳

11歳

12歳以上

不明・無回答

就学前児童 N=40

0.0%

0.0%

30.0%

10.0%

0.0%

20.0%

20.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

20.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

６歳

７歳

８歳

９歳

10歳

11歳

12歳以上

不明・無回答

小学生児童 N=10

6.2

1.5

0.0

1.5

0.0

3.1

9.2

10.8

7.7

12.3

29.2

12.3

6.2

0% 10% 20% 30% 40%

不明・無回答

12歳

11歳

10歳

9歳

8歳

7歳

6歳

5歳

4歳

3歳

2歳

1歳

就学前児童（N=65）

0.0

5.9

0.0

17.6

0.0

11.8

23.5

11.8

0.0

0.0

23.5

0.0

5.9

0% 20%

不明・無回答

12歳

11歳

10歳

9歳

8歳

7歳

6歳

5歳

4歳

3歳

2歳

1歳

小学生児童（N=17）

【母親】 [令和元年度]調査 

[令和元年度]調査 
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「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」方の希望する就労形態について、「パートタイム、ア

ルバイト等」が就学前児童の母親で 76.0％、小学生児童の母親で 90.0％と、最も高くなっています。就

学前児童父親、小学生児童の父親ともに「フルタイム」が 100.0％となっています。 

「パートタイム、アルバイト等(フルタイム以外)」を選んだ方の希望する１週当たりの就労日数につ

いて、就学前児童の母親で「４日」、小学生児童の母親で「３日」、希望する１日の就労時間では、就学前

児童の母親、小学生児童の母親ともに「５時間」の割合がそれぞれ高くなっています。父親では「パート

タイム、アルバイト等(フルタイム以外)」を選んだ方はいませんでした。 

 

②希望する就労形態〈単数回答〉 

《「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」を選んだ方》 

 

③パートタイム、アルバイト等で希望する就労形態〈数量回答〉 

《②で「パートタイム、アルバイト等」を選んだ方》 

【母親】 

◎１週当たりの希望就労日数       ◎１日当たりの希望就労時間       

  

【父親】 

※回答はありませんでした。 

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

　　不明・無回答 0 0 0.0 0 0.0

0 0.0 0 0.0

　　フルタイム 6 24.0 1 310.0

Ｎ=3 Ｎ=2

100.0 2 100.0

【父親】

就学前児童 小学生児童 就学前児童 小学生児童
希望就労形態

【母親】

Ｎ=25 Ｎ=10

　　パートタイム・アルバイト等 19 76.0 9 90.0

0.0 0 0.0

件数 ％ 件数 ％

１日 0 0.0 0 0.0

２日 1 5.3 0 0.0

３日 4 21.1 4 44.4

４日 8 42.1 3 33.3

５日 6 31.6 2 22.2

６日 0 0.0 0 0.0

７日 0 0.0 0 0.0

不明・無回答 0 0.0 0 0.0

Ｎ=9

就学前児童 小学生児童
１週当たり

希望就労日数
Ｎ=19

件数 ％ 件数 ％

１時間 0 0.0 0 0.0

２時間 0 0.0 0 0.0

３時間 1 5.3 0 0.0

４時間 3 15.8 2 22.2

５時間 8 42.1 7 77.8

６時間 6 31.6 0 0.0

７時間 0 0.0 0 0.0

８時間 1 5.3 0 0.0

不明・無回答 0 0.0 0 0.0

Ｎ=19 Ｎ=9

就学前児童 小学生児童
１日当たり

希望就労日数
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４ 平日の定期的な教育・保育事業の利用状況について（就学前児童） 

 

（１）現在の定期的な教育・保育事業の利用の有無〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 15〕 

現在の定期的な教育・保育事業の利用の有無について、就学前児童では「利用している」が 69.2％と、

最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）で「利用している」を選んだ方 

（１）－１ 平日に利用している定期的な教育・保育事業〈複数回答〉 

〔就学前児童調査…問 15－１〕 

子どもが平日に、どのような教育・保育事業を定期的に利用しているかについて、就学前児童では「保

育園（所）」が 44.2％と最も高く、次いで「認定こども園」が 35.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

69.2% 30.4%
0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童 N=507

利用している 利用していない 不明・無回答

8.8%

5.4%

44.2%

35.0%

6.6%

0.0%

1.4%

1.1%

0.0%

0.9%

1.1%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

幼稚園（預かり保育の利用なし）

幼稚園（預かり保育を定期的に利用）

保育園（所）

認定こども園

小規模な保育施設（６～19人）

家庭的保育（５人以下）

事業所内保育所・院内保育所

その他の認可外の保育施設

ベビーシッターなど居宅訪問型保育

ファミリー・サポート

その他

不明・無回答

就学前児童 N=351
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【令和元年度調査結果との比較】 

就学前児童の令和５年度調査結果は「認定こども園」の割合が高く、「保育園(所)」の割合が低くな

っています。 

 

 

0.3

1.0

0.3

0.0

0.8

2.3

0.0

0.0

3.1

72.1

5.7

14.4

0% 20% 40% 60% 80%

不明・無回答

その他

ファミリー・サポート・エンター

ベビーシッターなど居宅訪問型保育

その他の認可外の保育施設

事業所内保育所・院内保育所

家庭的保育

小規模な保育施設

認定こども園

保育園（所）

幼稚園（預かり保育を定期的に利用）

幼稚園（預かり保育利用なし）

就学前児童（N=383）

[令和元年度]調査 
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（１）で「利用している」を選んだ方 

（１）－２ 平日、定期的に利用している教育・保育事業の現在の利用状況と、今後の利用

希望〈数量回答〉〔就学前児童調査…問 15－２〕 

平日、定期的に利用している教育・保育事業の現在の利用状況と、今後の利用希望について、１週当た

りの利用日数は、現在、希望ともに「５日」が、それぞれ 94.9％、83.8％と最も高くなっています。１

日当たりの利用時間では、現在、希望ともに「８時間」が、それぞれ 24.8％、30.5％と最も高くなって

います。 

 

➀１週当たりの利用日数          ②１日当たりの利用時間 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0%

0.6%

0.3%

0.6%

4.6%

8.5%

23.9%

24.8%

16.5%

15.4%

3.7%

0.3%

0.9%

0.0%

0.0%

0.6%

0.0%

1.4%

4.8%

22.2%

30.5%

17.4%

13.1%

3.1%

1.7%

5.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１時間

２時間

３時間

４時間

５時間

６時間

７時間

８時間

９時間

10時間

11時間

12時間以上

不明・無回答

現在 N=351 希望 N=351

0.3%

0.3%

1.1%

1.1%

94.9%

1.7%

0.0%

0.6%

0.0%

0.3%

0.6%

2.0%

83.8%

7.7%

0.0%

5.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

不明・無回答

現在 N=351 希望 N=351
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平日、定期的に利用している教育・保育事業の利用開始時間は、現在・希望ともに「８時」がそれぞれ

50.7％、49.0％と最も高くなっています。終了時間では、現在・希望ともに「16時」がそれぞれ 37.9％、

33.0％と最も高くなっています。 

 

③利用開始時間                  ④利用終了時間 

 

（１）で「利用している」を選んだ方 

（１）－３ 平日に利用している教育・保育事業の実施場所〈単数回答〉 

〔就学前児童調査…問 15-３〕 

現在、利用している教育・保育事業の実施場所について、就学前児童では「福知山市内」が 96.9％と

最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.0%

50.7%

39.6%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.6%

1.1%

8.0%

49.0%

36.2%

0.0%

0.3%

0.0%

0.0%

0.9%

5.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

７時

８時

９時

10時

11時

12時

13時

14時以降

不明・無回答

現在 N=351 希望 N=351

0.9%

5.1%

8.3%

37.9%

24.5%

21.1%

1.1%

0.0%

1.1%

0.3%

2.3%

4.8%

33.0%

27.4%

20.5%

4.8%

1.1%

5.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

13時

14時

15時

16時

17時

18時

19時

20時以降

不明・無回答

現在 N=351 希望 N=351

96.9% 2.6%
0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

N=351

福知山市内 他の市区町村 不明・無回答
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（１）で「利用している」を選んだ方 

（１）－４ 平日、定期的に教育・保育事業を利用している理由〈複数回答〉 

〔就学前児童調査…問 15－４〕 

平日、定期的に教育・保育事業を利用している理由について、就学前児童では「子育てをしている方が、

現在就労している」が 83.8％と最も高く、次いで「子どもの教育や発達を第一に考えているため」が 46.4％

となっています。 

 

【令和元年度調査結果との比較】 

就学前児童の令和５年度調査結果は「子育てをしている方が現在就労している」の割合が高くなって

います。 

46.4%

83.8%

1.7%

0.6%

1.4%

0.6%

0.9%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもの教育や発達を第一に考えているため

子育てをしている方が現在就労している

子育てをしている方が就労予定がある/求職中である

子育てをしている方が家族・親族などを介護している

子育てをしている方が病気や障がいがある

子育てをしている方が学生である

その他

不明・無回答

就学前児童 N=351

0.0

2.6

0.0

0.8

1.0

6.0

71.8

47.3

0% 20% 40% 60% 80%

不明・無回答

その他

子育てをしている方が学生である

子育てをしている方が病気や障がいがある

子育てをしている方が家族・親族などを介護している

子育てをしている方が就労予定がある/求職中である

子育てをしている方が現在就労している

子どもの教育や発達を第一に考えているため

就学前児童（N=383）

[令和元年度]調査 
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（１）で「利用していない」を選んだ方 

（１）－５ 利用していない理由〈複数回答〉〔就学前児童調査…問 15－６〕 

平日に教育・保育事業を利用していない理由について、就学前児童では「子どもがまだ小さいため（□

□歳くらいになったら利用しようと考えている）」が 48.7％と最も高く、次いで「父母のいずれかがみて

いるため、利用する必要がない」が 35.1％となっています。 

子どもがまだ小さいために教育・保育事業を利用していない方で、今後利用しようと考える時の子ども

の年齢については、「１歳」が 50.7％と最も高くなっています。 

 

 ◎利用したい時の子どもの年齢〈数量回答〉 

《「子どもがまだ小さいため（□□歳くらいになったら利用しようと考えている）」を選んだ方》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35.1%

48.7%

1.9%

0.0%

23.4%

1.9%

1.3%

3.9%

9.1%

9.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父母のいずれかがみているため、利用する必要がない

子どもがまだ小さいため（□□歳くらいになったら利

用しようと考えている）

子どもの祖父母や親戚の人がみている

近所の人や父母の友人・知人がみている

利用したいが、幼稚園や保育園（所）に空きがない

利用したいが、経済的な理由で利用できない

利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わな

い

利用したいが、内容や場所など、納得できるところが

ない

その他

不明・無回答

就学前児童 N=154

4.0%

50.7%

10.7%

30.7%

1.3%

2.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

不明・無回答

就学前児童 N=75
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【令和元年度調査結果との比較】 

「利用していない理由」の令和５年度調査結果は、「利用したいが、幼稚園や保育園(所)に空きがな

い」の割合が高くなっています。 

「利用したい時の子どもの年齢」の令和５年度調査結果は「１歳」の割合が高くなっています。 

 

 

利用していない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎利用したい時の子どもの年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0

11.4

3.3

1.0

4.3

10.0

0.0

2.9

56.2

39.0

0% 20% 40% 60%

不明・無回答

その他

利用したいが、内容や場所など、納得できるところが

ない

利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わな

い

利用したいが、経済的な理由で利用できない

利用したいが、幼稚園や保育園（所）に空きがない

近所の人や父母の友人・知人がみている

子どもの祖父母や親戚がみている

子どもがまだ小さいため（□□歳くらいになったら利

用しようと考えている）

父母のいずれかがみているため、利用する必要がない

就学前児童（N=210）

1.7

6.8

36.4

16.9

38.1

0% 20% 40% 60%

不明・無回答

4歳

3歳

2歳

1歳

就学前児童（N=118）

[令和元年度]調査 

[令和元年度]調査 
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（２）現在の利用の有無にかかわらず、今後、平日の教育・保育として「定期的に」利用し

たいと考える事業〈複数回答〉〔就学前児童調査…問 16〕 

今後、平日に定期的に利用したいと考える教育・保育事業について、就学前児童では「保育園（所）」

が 57.2％と最も高く、次いで「認定こども園」が 46.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和元年度調査結果との比較】 

就学前児童の令和５年度調査結果は「認定こども園」の割合が高く、「保育園(所)」の割合が低くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

13.2%

17.4%

57.2%

46.4%

10.8%

2.4%

4.9%

2.2%

4.7%

8.3%

0.0%

3.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

幼稚園（預かり保育の利用なし）

幼稚園（預かり保育を定期的に利用）

保育園（所）

認定こども園

小規模な保育施設（６～19人）

家庭的保育（５人以下）

事業所内保育所・院内保育所

その他の認可外の保育施設

ベビーシッターなど居宅訪問型保育

ファミリー・サポート

その他

不明・無回答

就学前児童 N=507

0.0

0.7

4.3

2.5

0.5

6.5

1.0

4.7

15.6

74.4

25.8

18.9

0% 20% 40% 60% 80%

不明・無回答

その他

ファミリー・サポート・センター

ベビーシッターなど居宅訪問型保育

その他の認可外の保育施設

事業所内保育所・院内保育所

家庭的保育

小規模な保育施設

認定こども園

保育園（所）

幼稚園（預かり保育を定期的に利用）

幼稚園（預かり保育の利用なし）

就学前児童（N=598）

[令和元年度]調査 
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（２）－１ 幼稚園を利用することが理想か〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 16－１〕 

幼稚園を利用することが理想かについて、就学前児童では「はい」が 69.7％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）－２ 教育・保育事業を利用したい場所〈単数回答〉〔就学前児童調査…問１６－２〕 

教育・保育事業を利用したい場所について、就学前児童では「福知山市内」が 96.4％と最も高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

69.7% 28.1%
2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

N=89

はい いいえ 不明・無回答

96.4%

1.4%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

N=507

福知山市内 他の市区町村 不明・無回答
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（２）－３ 平日、定期的に利用したい教育・保育事業の利用希望〈数量回答〉 

〔就学前児童調査…問 16－３〕 

平日、定期的に利用したい教育・保育事業について、どのくらい利用したいかは、就学前児童では、１

週当たりでは「５日」が 81.7％、１日当たりでは「８時間」が 28.0％、利用開始時間では「８時」が 46.7％、

終了時間では「16時」が 27.4％とそれぞれ最も高くなっています。 

 

【１週当たり】              【１日当たり】 

 

【開始時間】               【終了時間】 

 

0.4%

0.6%

2.8%

5.1%

27.4%

27.2%

23.9%

5.5%

1.6%

5.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

12時以前

13時

14時

15時

16時

17時

18時

19時

20時以降

不明・無回答

就学前児童 N=507

0.2%

0.6%

1.2%

1.6%

1.8%

81.7%

6.7%

0.0%

6.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０日

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

不明・無回答

就学前児童 N=507

0.4%

0.2%

0.2%

0.6%

0.4%

2.6%

5.7%

16.4%

28.0%

17.2%

16.6%

3.9%

2.4%

0.4%

5.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０時間

１時間

２時間

３時間

４時間

５時間

６時間

７時間

８時間

９時間

10時間

11時間

12時間

13時間以上

不明・無回答

就学前児童 N=507

0.2%

9.9%

46.7%

36.1%

0.8%

0.2%

0.0%

0.2%

0.4%

5.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

６時以前

７時

８時

９時

10時

11時

12時

13時

14時以降

不明・無回答

就学前児童 N=507



57 

 

（２）－４ 平日、定期的に教育・保育事業を利用したい理由〈複数回答〉 

〔就学前児童調査…問１６－４〕 

平日、定期的に教育・保育事業を利用したい理由について、就学前児童では「子育てをしている方が、

現在就労している」が 63.9％と最も高く、次いで「子どもの教育や発達を第一に考えているため」が 53.8％

となっています。 

53.8%

63.9%

18.7%

1.0%

0.0%

0.0%

2.8%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもの教育や発達を第一に考えているため

子育てをしている方が現在就労している

子育てをしている方が就労予定がある／求職中である

子育てをしている方が家族・親族などを介護している

子育てをしている方が病気や障がいがある

子育てをしている方が学生である

その他

不明・無回答

就学前児童 N=507



58 

５ 地域の子育て支援事業の利用状況について（就学前児童） 

 

（１）現在の地域子育て支援拠点事業の利用状況〈複数回答〉〔就学前児童調査…問 17〕 

地域子育て支援拠点事業の利用状況について、就学前児童では「地域子育て支援拠点事業」が 22.7％、

「その他福知山市で実施している類似の事業」が 5.3％となっています。 

「地域子育て支援拠点事業」「その他福知山市で実施している類似の事業」で、１週当たりの利用回数

「１回」の割合が、それぞれ高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎１週当たりの利用回数〈数量回答〉 

《「地域子育て支援拠点事業」「その他福知山市で実施している類似の事業」を選んだ方》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和元年度調査結果との比較】 

「地域子育て支援拠点事業」の令和５年度調査結果は、１週当たりの利用回数で「１回」の割合が高

くなっています。「その他の福知山市で実施している類似の事業」は、１週当たりの利用回数で「２回」

「３回」の割合が高くなっています。 

22.7%

5.3%

73.8%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域子育て支援拠点事業

その他福知山市で実施している類似の事業

利用していない

不明・無回答

就学前児童 N=507

件数 ％ 件数 ％

23 20.0 9 33.3

71 61.7 13 48.1

12 10.4 3 11.1

4 3.5 2 7.4

3 2.6 0 0.0

2 1.7 0 0.0

0 0.0 0 0.0

４回

５回以上

不明・無回答

３回

２回

利用回数

地域子育て支援拠点事業
その他福知山市で実施し

ている類似の事業

１週あたり １週あたり

Ｎ=115 Ｎ=27

１回

０回
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（２）地域子育て支援拠点事業の今後の利用意向〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 18〕 

地域子育て支援拠点事業の今後の利用意向について、就学前児童では「すでに利用しているが、今後利

用日数を増やしたい」が 12.0％、「利用していないが、今後利用したい」が 27.6％、となっています。 

「利用していないが、今後利用したい」方の１週当たりの利用希望回数は「１回」が 70.0％と高くな

っています。「すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい」方の１週当たりの利用希望回数は「１

回」が 44.3％とそれぞれ高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎１週当たりの利用希望回数〈数量回答〉 

《「利用していないが、今後利用したい」「すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい」を選んだ方》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27.6% 12.0% 57.6% 2.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

N=507

利用していないが、今後利用したい

すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい

新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない

不明・無回答

件数 ％ 件数 ％

5 3.6 1 1.6

98 70.0 27 44.3

23 16.4 18 29.5

8 5.7 10 16.4

1 0.7 1 1.6

2 1.4 3 4.9

3 2.1 1 1.6

Ｎ=140 Ｎ=61

利用していないが

今後利用したい

すでに利用しているが今

後利用日数を増やしたい

１週あたり １週あたり利用回数

不明・無回答

１回

２回

３回

４回

５回以上

０回

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

14 14.1 43 43.5 4 40.0 7 70.0

3 3.0 22 22.2 0 0.0 1 10.0

5 5.1 10 10.1 0 0.0 1 10.0

2 2.0 3 3.0 0 0.0 1 10.0

2 2.0 4 4.0 0 0.0 0 0.0

73 73.8 17 17.2 6 60.0 0 0.0

利用回数
Ｎ=99 Ｎ=99

その他福知山市で実施している
類似の事業

１週あたり １ヵ月あたり

Ｎ=10 Ｎ=10

不明・無回答

１週あたり １ヵ月あたり

地域子育て支援拠点事業

１回

２回

３回

４回

５回以上

[令和元年度]調査 
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【令和元年度調査結果との比較】 

「利用していないが今後利用したい」の令和５年度調査結果は、１週当たりの利用回数で「１回」の

割合が高くなっています。「すでに利用しているが今後利用日数を増やしたい」は、１週当たりの利用

回数で「１回」「２回」「３回」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

47 32.2 55 37.7 7 12.5 4 7.1

16 11.0 36 24.7 4 7.1 6 10.7

5 3.4 14 9.6 0 0.0 7 12.5

0 0.0 17 11.6 0 0.0 0 0.0

1 0.7 7 4.8 0 0.0 2 3.6

77 52.7 17 11.6 45 80.4 37 66.1

利用回数

利用していないが
今後利用したい

すでに利用しているが
今後利用日数を増やしたい

１週あたり １ヵ月あたり

１回

２回

３回

４回

５回以上

不明・無回答

１週あたり １ヵ月あたり

Ｎ=146 Ｎ=146 Ｎ=56 Ｎ=56

[令和元年度]調査 
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（３）子育てに関する機関や子育てサービスの認知度と利用経験、今後の利用意向 

〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 19〕 

子育てに関する機関や子育てサービスの事業で知っているものについて、就学前児童では「保健センタ

ーのパパ・ママ学級」「保健福祉センターの子育て相談事業」「保健センターの教室(離乳教室等）」「保育

園（所）の園庭開放や子育て講座」「子育て総合相談窓口」「児童館の活動」「福知山市発行の「子育てガ

イド」」で「はい」が５割以上、一方、「教育委員会の教育相談室(けやき広場）」で「いいえ」が７割以上

となっています。 

 

➀認知度 

55.3%

59.8%

59.4%

23.5%

37.4%

54.9%

52.6%

32.1%

31.0%

33.3%

54.1%

60.5%

44.7%

40.2%

40.6%

76.5%

62.6%

45.1%

47.4%

67.9%

69.0%

66.7%

45.9%

39.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保健福祉センターのパパ・ママ学級

保健福祉センターの子育て相談事業

保健福祉センターの教室(離乳教室等)

教育委員会の教育相談室(けやき広場)

幼稚園のオープン保育

保育園(所)の園庭開放や子育て講座

子育て総合相談窓口

くりのみ園の相談事業

保健所の情報・相談事業

児童相談所の情報・相談事業

児童館の活動

福知山市発行の「子育てガイド」

はい いいえ
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子育てに関する機関や子育てサービスの事業で利用したことがあるものについて、就学前児童では「保

健福祉センターのパパ・ママ学級」が最も高く、「教育委員会の教育相談室(けやき広場)」「幼稚園のオー

プン保育」「くりのみ園の相談事業」「保健所の情報・相談事業」「児童相談所の情報・相談事業」で「い

いえ」が９割以上となっています。 

 

②利用経験 
 

28.4%

15.8%

25.2%

1.3%

9.4%

15.6%

11.1%

4.9%

5.1%

2.8%

25.6%

22.0%

71.6%

84.2%

74.8%

98.7%

90.6%

84.4%

88.9%

95.1%

94.9%

97.2%

74.4%

78.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保健福祉センターのパパ・ママ学級

保健福祉センターの子育て相談事業

保健福祉センターの教室（離乳教室等）

教育委員会の教育相談室（けやき広場）

幼稚園のオープン保育

保育園(所)の園庭開放や子育て講座

子育て総合相談窓口

くりのみ園の相談事業

保健所の情報・相談事業

児童相談所の情報・相談事業

児童館の活動

福知山市発行の「子育てガイド」

はい いいえ
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子育てに関する機関や子育てサービスの事業のうち、今後利用したいと思うものについて、就学前児

童では「児童館の活動」が最も高く、「保健福祉センターのパパ・ママ学級」「保健福祉センターの教室（離

乳教室等）」「教育委員会の教育相談室（けやき広場）」「くりのみ園の相談事業」「保健所の情報・相談事

業」「児童相談所の情報・相談事業」で「いいえ」が８割以上となっています。 

 

③今後の利用意向 
 

 

 

 

 

 

 

17.7%

23.5%

16.5%

18.6%

21.8%

26.1%

25.6%

15.4%

17.9%

15.8%

33.3%

28.4%

82.3%

76.5%

83.5%

81.4%

78.2%

73.9%

74.4%

84.6%

82.1%

84.2%

66.7%

71.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保健福祉センターのパパ・ママ学級

保健福祉センターの子育て相談事業

保健福祉センターの教室（離乳教室等）

教育委員会の教育相談室（けやき広場）

幼稚園のオープン保育

保育園(所)の園庭開放や子育て講座

子育て総合相談窓口

くりのみ園の相談事業

保健所の情報・相談事業

児童相談所の情報・相談事業

児童館の活動

福知山市発行の「子育てガイド」

はい いいえ
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６ 土曜・休日や長期休暇中の「定期的」な教育・保育事業の利用希望について（就学前児童） 

 

（１）土曜日と日曜日・祝日の、定期的な教育・保育事業の利用希望（一時的な利用は除く）

〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 20〕 

土曜日と日曜日・祝日の定期的な教育・保育事業の利用希望について、就学前児童では「利用希望はな

い」が土曜日で 61.7％、日曜日・祝日で 78.3％、「月に１～２回は利用したい」が土曜日で 29.2％、日

曜日・祝日で 18.3％となっています。 

希望する利用時間帯について、「ほぼ毎週利用したい」方は、開始時間では土曜日、日曜日・祝日とも

に「８時」の割合が高く、それぞれ 58.1％、63.6％なっています。終了時間では、土曜日で「17時」が

30.2％、日曜日・祝日で「18 時」が 45.5％と最も高くなっています。「月に１～２回は利用したい」方

は、開始時間では土曜日、日曜日・祝日ともに「８時」の割合が高く、それぞれ 53.4％、55.9％となっ

ています。終了時間では、土曜日で「17時」が 29.1％、日曜日・祝日で「18時」が 31.2％と最も高くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

61.7%

78.3%

8.5%

2.2%

29.2%

18.3%

0.6%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

土曜日

N=507

日曜・祝日

N=507

利用希望はない ほぼ毎週利用したい 月に１～２回は利用したい 不明・無回答
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◎希望利用時間帯〈数量回答〉《「ほぼ毎週利用したい」を選んだ方》 

【開始時間】              【終了時間】 

◎希望利用時間帯〈数量回答〉《「月に１～２回は利用したい」を選んだ方》 

【開始時間】              【終了時間】 

  

11.6%

58.1%

25.6%

2.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

2.3%

9.1%

63.6%

18.2%

9.1%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

７時

８時

９時

10時

11時

12時

13時

14時以降

不明・無回答

土曜日 N=43 日曜・祝日 N=11

4.7%

11.6%

4.7%

9.3%

11.6%

30.2%

18.6%

7.0%

2.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

9.1%

0.0%

36.4%

45.5%

0.0%

9.1%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

12時以前

13時

14時

15時

16時

17時

18時

19時

20時以降

不明・無回答

土曜日 N=43 日曜・祝日 N=11

9.5%

53.4%

31.1%

3.4%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

2.7%

10.8%

55.9%

25.8%

3.2%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

4.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

７時

８時

９時

10時

11時

12時

13時

14時以降

不明・無回答

土曜日 N=148 日曜・祝日 N=93

3.4%

4.1%

5.4%

9.5%

19.6%

29.1%

22.3%

2.7%

1.4%

2.7%

0.0%

1.1%

4.3%

4.3%

20.4%

29.0%

31.2%

5.4%

1.1%

3.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

12時以前

13時

14時

15時

16時

17時

18時

19時

20時以降

不明・無回答

土曜日 N=148 日曜・祝日 N=93
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（１）で「ほぼ毎週利用したい」を選んだ方 

（１）－１ 毎週利用したい理由〈複数回答〉〔就学前児童調査…問 20－１〕 

毎週利用したい理由について、就学前児童では「毎週仕事が入るため」が 84.1％と最も高く、次いで

「平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため」が 22.7％となっています。 

 

【令和元年度調査結果との比較】 

就学前児童の５年度調査結果は、「毎週仕事が入るため」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

  

84.1%

22.7%

2.3%

15.9%

6.8%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

毎週仕事が入るため

平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため

親族の介護や手伝いが必要なため

保護者の休息のため

その他

不明・無回答

就学前児童 N=44

0.0

14.1

25.0

3.1

31.3

67.2

0% 20% 40% 60% 80%

不明・無回答

その他

保護者の休息のため

親族の介護や手伝いが必要なため

平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため

毎週仕事が入るため

就学前児童（N=64）

[令和元年度]調査 
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（１）で「月に１～２回は利用したい」を選んだ方 

（１）－２ 毎週ではなく、たまに利用したい理由〈複数回答〉〔就学前児童調査…問 20－２〕 

毎週ではなく、たまに利用したい理由について、就学前児童では「月に数回仕事が入るため」が 68.5％

と最も高く、次いで「平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため」が 37.6％、「保護者の休息の

ため」が 37.0％となっています。 

 

【令和元年度調査結果との比較】 

就学前児童の令和５年度調査結果は、「月に数回仕事が入るため」「平日に済ませられない用事をまと

めて済ませるため」「保護者の休息のため」の割合が高くなっています。 

 

 

68.5%

37.6%

1.8%

37.0%

5.5%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

月に数回仕事が入るため

平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため

親族の介護や手伝いが必要なため

保護者の休息のため

その他

不明・無回答

就学前児童 N=165

0.0

2.9

23.9

1.8

24.3

44.5

0% 20% 40% 60%

不明・無回答

その他

保護者の休息のため

親族の介護や手伝いが必要なため

平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため

月に数回仕事が入るため

就学前児童（N=272）

[令和元年度]調査 
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「幼稚園」を利用されている方 

（２）夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の教育・保育事業の利用希望〈単数回答〉 

〔就学前児童調査…問 21〕 

夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の教育・保育事業の利用希望について、就学前児童では「利用希

望はない」が 39.2％と最も高く、次いで「休みの期間中、週に数日利用したい」が 31.4％、「休みの期間

中、ほぼ毎日利用したい」が 23.5％となっています。 

希望する利用時間帯については、開始時間では、「休みの期間中、ほぼ毎日利用したい」「休みの期間中、

週に数日利用したい」ともに「９時」、終了時間でもともに「16時」の割合が、それぞれ高くなっていま

す。「休みの期間中、週に数日利用したい」は「15時」も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和元年度調査結果との比較】 

就学前児童の令和５年度調査結果は、「利用希望はない」の割合が高く、「休みの期間中、週に数日利

用したい」の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

39.2% 23.5% 31.4% 5.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

N=51

利用希望はない 休みの期間中、ほぼ毎日利用したい

休みの期間中、週に数日利用したい 不明・無回答

29.1 25.6 45.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

（N=77）

利用希望はない 休みの期間中、ほぼ毎日利用したい

休みの期間中、週に数日利用したい

[令和元年度]調査 
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◎希望する利用時間帯〈数量回答〉 

《「休みの期間中、ほぼ毎日利用したい」を選んだ方》 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎希望する利用時間帯〈数量回答〉 

《「休みの期間中、週に数日利用したい」を選んだ方》 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）で「休みの期間中、ほぼ毎日利用したい」を選ばれた方 

（２）－１ ほぼ毎日利用したい理由〈複数回答〉〔就学前児童調査…問２１－１〕 

ほぼ毎日利用したい理由について、就学前児童では「ほぼ毎日仕事が入るため」が 10件で 83.3％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

【令和元年度調査結果との比較】 

就学前児童の令和５年度調査結果は、「ほぼ毎日仕事が入るため」の割合が高くなっています。 

 

件数 ％

0 0.0

0 0.0

2 16.7

5 41.7

4 33.3

0 0.0

0 0.0

1 8.3不明・無回答

14時

15時

16時

17時

18時

Ｎ=12

13時台以前

19時以降

【終了時間】

件数 ％

0 0.0

2 12.5

5 31.3

5 31.3

3 18.8

0 0.0

1 6.3

0 0.0

【終了時間】
Ｎ=16

13時台以前

19時以降

不明・無回答

14時

15時

16時

17時

18時

件数 ％

10 83.3

1 8.3

1 8.3

1 8.3

就学前児童
Ｎ=12

　ほぼ毎日仕事が入るため

　親族の介護や手伝いが必要なため

　その他

　不明・無回答

件数 ％

0 0.0

5 41.7

6 50.0

0 0.0

1 8.3

９時

10時

不明・無回答

Ｎ=12

８時

７時台以前

【開始時間】

件数 ％

2 12.5

6 37.5

7 43.8

1 6.3

0 0.0

10時

不明・無回答

【開始時間】
Ｎ=16

７時台以前

８時

９時
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（２）で「休みの期間中、週に数日利用したい」を選ばれた方 

（２）－２ 毎日ではなく、たまに利用したい理由〈複数回答〉〔就学前児童調査…問２１－２〕 

毎日ではなく、たまに利用したい理由について、就学前児童では「週に数回仕事が入るため」と「保護

者の休息のため」が７件で 43.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【令和元年度調査結果との比較】 

就学前児童の令和５年度調査結果は、「週に数回仕事が入るため」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

件数 ％

7 43.8

5 31.3

1 6.3

7 43.8

2 12.5

2 12.5

　保護者の休息のため

　その他

　不明・無回答

就学前児童
Ｎ=16

　週に数回仕事が入るため

　買い物等の用事をまとめて済ませるため

　親等親族の介護や手伝いが必要なため

件数 ％

21 70.0

1 3.3

8 26.7

0 0.0

就学前児童

　　ほぼ毎日仕事が入るため

　　親族の介護や手伝いが必要なため

　　その他

　　不明・無回答

Ｎ=30

件数 ％

17 32.1

12 22.6

2 3.8

18 34.0

4 7.5

0 0.0

就学前児童
Ｎ=53

　　週に数回仕事が入るため

　　買い物等の用事をまとめて済ませるため

　　その他

　　不明・無回答

　　親等親族の介護や手伝いが必要なため

　　保護者の休息のため

[令和元年度]調査 

[令和元年度]調査 
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７ 病気の際の対応について 

 

就学前児童は平日の教育・保育事業を利用する方のみ 

（１）この１年間に、子どもが病気やケガで幼稚園、保育園（所）など、または、小学校を

休んだことの有無〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 22、小学生児童調査…問 28〕 

この１年間に、子どもが病気やケガで幼稚園、保育所（所）、または、小学校を休んだことの有無につ

いては「あった」が就学前児童で 95.7％、小学生児童で 83.1％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和元年度調査結果との比較】 

就学前児童、小学生児童ともに令和５年度調査結果は、「あった」の割合が高くなっています。 

 

 

 

  

95.7%

83.1%

2.8%

15.5%

1.4%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

N=351

小学生児童

N=367

あった なかった 不明・無回答

62.7

83.6

35.8

16.4

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生児童

（N=424）

就学前児童

（N=383）

あった なかった 不明・無回答

[令和元年度]調査 
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（１）で「あった」を選んだ方 

（１）－１ この１年間に行った対処方法〈複数回答〉 

〔就学前児童調査…問 22－１、小学生児童調査…問 28－１〕 

子どもが病気やケガの際、この１年間に行った対処方法については「母親が仕事を休んだ」が就学前児

童で 82.1％、小学生児童で 73.1％と最も高く、次いで「父親が休んだ」が就学前児童で 40.5％、小学生

児童で 27.9％となっています。 

  

15.7%

27.9%

73.1%

19.7%

1.3%

0.0%

0.0%

9.5%

4.6%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた

父親が休んだ

母親が休んだ

（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった

病児保育を利用した

ベビーシッターを利用した

回復後、ファミリー・サポートを利用した

子どもだけで家にいた

その他

不明・無回答

小学生児童 N=305

19.1%

40.5%

82.1%

21.9%

6.0%

0.0%

0.6%

1.7%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた

父親が休んだ

母親が休んだ

（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった

病児保育を利用した

ベビーシッターを利用した

回復後、ファミリー・サポートを利用した

その他

不明・無回答

就学前児童 N=351
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【令和元年度調査結果との比較】 

就学前児童の令和５年度調査結果は、「父親が休んだ」の割合が高く、「父親又は母親のうち就労して

いない方が子どもをみた」の割合が低くなっています。 

小学生児童の令和５年度調査結果は、「父親が休んだ」、「母親が休んだ」の割合が高く、「父親又は母

親のうち就労していない方が子どもをみた」の割合が低くなっています。 

 

 

 

  

0.0

2.3

7.9

0.0

0.0

1.1

24.1

62.8

12.4

27.8

0.0

1.3

0.0

0.0

0.0

4.7

35.6

82.2

23.8

37.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

不明・無回答

その他

子どもだけで家にいた

ファミリー・サポート・センター等を利用した

ベビーシッターを利用した

病児の保育を利用した

親族・知人に子どもをみてもらった

母親が休んだ

父親が休んだ

父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた

就学前児童（N=320） 小学生児童（N=266）

[令和元年度]調査 
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子どもが病気やケガの際のそれぞれの対処日数については、就学前児童では「父親又は母親のうち就労

していない方が子どもをみた」「母親が仕事を休んだ」「親族・知人に子どもをみてもらった」で「10～19

日」、「父親が仕事を休んだ」で「５日」、「病児保育を利用した」で「２日」の割合が、それぞれ高くなっ

ています。小学生児童では、「父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた」で「５日」、「母親

が仕事を休んだ」で「３日」、「親族・知人に子どもをみてもらった」で「２日」、「父親が仕事を休んだ」

「子どもだけで家にいた」で「１日」の割合が、それぞれ高くなっています。 

◎子どもが病気やケガの際の各対処日数〈数量回答〉 

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

1 1.5 15 10.6 6 2.1 7 9.1 2 9.5 0 0.0 0 0.0

2 3.0 19 13.4 17 5.9 11 14.3 5 23.8 0 0.0 1 50.0

8 11.9 22 15.5 17 5.9 12 15.6 3 14.3 0 0.0 1 50.0

3 4.5 9 6.3 9 3.1 5 6.5 3 14.3 0 0.0 0 0.0

10 14.9 28 19.7 39 13.5 15 19.5 1 4.8 0 0.0 0 0.0

2 3.0 5 3.5 2 0.7 1 1.3 1 4.8 0 0.0 0 0.0

3 4.5 9 6.3 15 5.2 0 0.0 1 4.8 0 0.0 0 0.0

0 0.0 2 1.4 7 2.4 1 1.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0

0 0.0 0 0.0 2 0.7 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

21 31.3 25 17.6 111 38.5 21 27.3 4 19.0 0 0.0 0 0.0

7 10.4 2 1.4 26 9.0 4 5.2 1 4.8 0 0.0 0 0.0

7 10.4 1 0.7 25 8.7 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

3 4.5 5 3.5 12 4.2 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

６日

ベ

ビ
ー

シ
ッ

タ
ー

を

利

用

し

た

回

復

後

フ
ァ

ミ

リ
ー

・

サ

ポ
ー

ト

を

利

用

し

た

Ｎ=67 Ｎ=142 Ｎ=288 Ｎ=77 Ｎ=21 Ｎ=0 Ｎ=2

【就学前児童】

父

親

又

は

母

親

の

う

ち

就

労

し

て

い

な

い

方

が

子

ど

も

を

み

た

父

親

が

仕

事

を

休

ん

だ

母

親

が

仕

事

を

休

ん

だ

親

族

・

知

人

に

子

ど

も

を

み

て

も

ら
っ

た

病

児

保

育

を

利

用

し

た

１日

２日

３日

４日

５日

７日

８日

９日

10～19日

不明・無回答

20～29日

30日以上

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

3 6.3 23 27.1 24 10.8 7 11.7 1 25.0 0 0.0 0 0.0 8 27.6

8 16.7 20 23.5 31 13.9 17 28.3 1 25.0 0 0.0 0 0.0 7 24.1

9 18.8 11 12.9 46 20.6 9 15.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 5 17.2

1 2.1 4 4.7 10 4.5 6 10.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

15 31.3 14 16.5 43 19.3 13 21.7 1 25.0 0 0.0 0 0.0 5 17.2

3 6.3 2 2.4 3 1.3 2 3.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

1 2.1 3 3.5 7 3.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

0 0.0 1 1.2 3 1.3 2 3.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 3.4

1 2.1 0 0.0 1 0.4 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

4 8.3 6 7.1 42 18.8 4 6.7 1 25.0 0 0.0 0 0.0 2 6.9

2 4.2 0 0.0 8 3.6 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 3.4

1 2.1 0 0.0 3 1.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

0 0.0 1 1.2 2 0.9 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

ベ

ビ
ー

シ
ッ

タ
ー

を

利

用

し

た

【小学生児童】

６日

フ
ァ

ミ

リ
ー

・

サ

ポ
ー

ト

・

セ

ン

タ
ー

等

を

利

用

し

た

子

ど

も

だ

け

で

家

に

い

た

Ｎ=48 Ｎ=85 Ｎ=223 Ｎ=60 Ｎ=4 Ｎ=0 Ｎ=0 Ｎ=29

父

親

又

は

母

親

の

う

ち

就

労

し

て

い

な

い

方

が

子

ど

も

を

み

た

父

親

が

仕

事

を

休

ん

だ

母

親

が

仕

事

を

休

ん

だ

親

族

・

知

人

に

子

ど

も

を

み

て

も

ら
っ

た

病

児

・

病

後

児

の

保

育

を

利

用

し

た

１日

２日

３日

４日

５日

７日

８日

９日

10～19日

不明・無回答

20～29日

30日以上
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（１）－１で「父親が仕事を休んだ」または「母親が仕事を休んだ」を選んだ方 

（１）－２ その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思った

か〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 22－２、小学生児童調査…問 28－２〕 

子どもが病気やケガの際、父親または母親が休んだ方で「できれば病児・病後児のための保育施設等を

利用したい」と思ったかについては、「できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」が就学前児童で

23.8％、小学生児童で 9.5％となっています。 

できれば病児・病後児保育施設等を利用したい日数については、就学前児童で「10～19日」、小学生児

童で「５日」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎病児・病後児保育施設等を利用したい日数〈数量回答〉 

《「できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」を選んだ方》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.8%

9.5%

76.2%

90.5%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

N=294

小学生児童

N=232

できれば病児保育施設等を利用したい 利用したいとは思わない 不明・無回答

件数 ％ 件数 ％

3 4.3 1 4.5

4 5.7 1 4.5

7 10.0 4 18.2

1 1.4 1 4.5

11 15.7 12 54.5

1 1.4 0 0.0

1 1.4 1 4.5

0 0.0 0 0.0

0 0.0 0 0.0

26 37.1 1 4.5

3 4.3 0 0.0

6 8.6 0 0.0

7 10.0 1 4.5

20～29日

30日以上

２日

利用したい日数

就学前児童 小学生児童

Ｎ=70 Ｎ=22

１日

３日

４日

５日

６日

７日

８日

９日

10～19日

不明・無回答
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（１）－２で「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」を選んだ方 

（１）－３ 病児・病後児を預ける場合の、望ましい事業形態〈複数回答〉 

〔就学前児童調査…問 22－３、小学生児童調査…問 28－３〕 

病児・病後児を預ける場合の、望ましい事業形態については「小児科に併設したもの」が就学前児童で

82.9％、小学生児童で 81.8％件高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和元年度調査結果との比較】 

就学前児童の令和５年度調査結果は、「他の施設に併設したもの」「小児科に併設したもの」の割合が

高く、小学生児童は「小児科に併設したもの」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

件数 ％ 件数 ％

36 51.4 4 18.2

58 82.9 18 81.8

10 14.3 1 4.5

1 1.4 0 0.0

1 1.4 1 4.5

　　他の施設に併設したもの

　　小児科に併設したもの

　　地域住民等が保育するもの

　　その他

　　不明・無回答

小学生児童
病児を預ける場合の

望ましい事業形態

就学前児童

Ｎ=70 Ｎ=22

件数 ％ 件数 ％

25 32.0 4 14.3

48 61.6 18 64.3

5 6.4 3 10.7

0 0.0 1 3.6

0 0.0 2 7.1

病児・病後児を預ける場合の
望ましい事業形態

　　不明・無回答

Ｎ=28Ｎ=52

　　他の施設に併設したもの

　　小児科に併設したもの

　　地域住民等が保育するもの

　　その他

[令和元年度]調査 
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（１）－２で「利用したいとは思わない」を選んだ方 

（１）－４ そう思う理由〈複数回答〉〔就学前児童調査…問 22－４、小学生児童調査…問 28－４〕 

病児保育施設等を利用したいと思わない理由については、就学前児童では「親が休むことができるか

ら」が 42.4％で最も高く、次いで「病児を他人に看てもらうのは不安」が 38.4％となっています。小学

生児童では、「親が休むことができるから」が 45.2％で最も高く、次いで「利用料がかかる・高い」が

34.3％となっています。 

（１）－１で「父親が仕事を休んだ」「母親が仕事を休んだ」以外を選んだ方 

（１）－５ 仕事が休めたら何日仕事を休んでみたいと思ったか〈数量回答〉 

〔就学前児童調査…問 22－５、小学生児童調査…問 28－５〕 

できれば仕事を休んでみたかった日数については、就学前児童では「10～19日」、小学生児童では「３

日」と「５日」がそれぞれ高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30.8%

42.4%

38.4%

3.6%

11.6%

34.8%

7.6%

25.0%

1.3%

21.0%

45.2%

31.4%

2.4%

18.1%

34.3%

9.5%

13.3%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

親が仕事を休んで看るのが当然と思うから

親が休むことができるから

病児を他人に看てもらうのは不安

事業の質に不安がある

事業の利便性（立地や利用可能時間日数など）がよく

ない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

その他

不明・無回答

就学前児童 N=224

小学生児童 N=210

件数 ％ 件数 ％

6 6.0 6 6.0

2 2.0 8 8.0

12 12.0 17 17.0

16 16.0 19 19.0

5 5.0 2 2.0

15 15.0 19 19.0

2 2.0 3 3.0

2 2.0 3 3.0

0 0.0 3 3.0

0 0.0 1 1.0

18 18.0 7 7.0

6 6.0 3 3.0

4 4.0 0 0.0

12 12.0 9 9.0

20～29日

０日

９日

10～19日

不明・無回答

３日

４日

５日

６日

７日

８日

30日以上

２日

仕事を休んで

みたかった日数

就学前児童 小学生児童

Ｎ=100 Ｎ=100

１日
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（１）－６ 休んでみることが出来なかった理由〈複数回答〉 

〔就学前児童調査…問 22－６、小学生児童調査…問 28－６〕 

仕事を休んでみることができなかった理由については、「仕事が忙しくて休めない」が就学前児童で

67.0％、小学生児童で 65.0％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和元年度調査結果との比較】 

就学前児童の令和５年度調査結果は「休暇日数が足りないので休めない」の割合が、小学生児童は

「仕事が忙しくて休めない」「休暇日数が足りないので休めない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

67.0%

6.0%

3.0%

28.0%

16.0%

9.0%

65.0%

10.0%

5.0%

21.0%

23.0%

8.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

仕事が忙しくて休めない

子どもの看護を理由に休めない

自営業なので休めない

休暇日数が足りないので休めない

その他

不明・無回答

就学前児童 N=100

小学生児童 N=100

0.0

20.2

8.5

4.3

9.6

46.8

0.0

22.6

12.8

6.0

9.0

59.4

0% 20% 40% 60% 80%

不明・無回答

その他

休暇日数が足りないので休めない

自営業なので休めない

子どもの看護を理由に休めない

仕事が忙しくて休めない

就学前児童（N=133） 小学生児童（N=94）

[令和元年度]調査 
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８ 不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用について 

 

（１）保護者の用事で不定期に利用している事業の有無〈複数回答〉〔就学前児童調査…問 23〕 

就学前児童で、保護者の用事で不定期に利用している事業については、「利用していない」が 88.0％と

最も高くなっています。利用している事業では、「保育園（所）等の一時預かり」が 5.1％と最も高く、

次いで「幼稚園の預かり保育」が 2.6％となっています。 

１年間の利用日数については、「保育園（所）等の一時預かり」で「１日」、「幼稚園の預かり保育」で

「２日」と「10～19日」、「ファミリー・サポート」で「３日」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎１年間の利用日数〈数量回答〉《「利用していない」以外を選んだ方》 

 

5.1%

2.6%

2.0%

0.0%

0.0%

1.0%

88.0%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保育園（所）等の一時預かり

幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート

夜間養護等事業：トワイライトステイ

ベビーシッター

その他

利用していない

不明・無回答 就学前児童 N=507

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 20.0

7 26.9 0 0.0 2 20.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

2 7.7 3 23.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

3 11.5 1 7.7 3 30.0 0 0.0 0 0.0 1 20.0

0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

0 0.0 1 7.7 2 20.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 20.0

0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

1 3.8 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

2 7.7 3 23.1 2 20.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

2 7.7 1 7.7 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

5 19.2 2 15.4 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 20.0

4 15.4 2 15.4 1 10.0 0 0.0 0 0.0 1 20.0

０日

30日以上

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

８日

９日

10日～19日

年間利用日数

保

育

園

(

所

)

の

一

時

預

か

り

幼

稚

園

の

預

か

り

保

育

フ
ァ

ミ

リ
ー

・

サ

ポ
ー

ト

夜

間

養

護

等

事

業

・

ト

ワ

イ

ラ

イ

ト

ス

テ

イ

ベ

ビ
ー

シ
ッ

タ
ー

そ

の

他

Ｎ=26 Ｎ=13 Ｎ=10 Ｎ=0 Ｎ=0 Ｎ=5

20日～29日

不明・無回答
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（１）で「利用していない」を選んだ方 

（１）－１ 現在利用していない理由〈複数回答〉〔就学前児童調査…問 23－１〕 

就学前児童で、現在利用していない理由については「特に利用する必要がない」が 70.4％と最も高く、

次いで「利用方法（手続き等）がわからない」が 20.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）で一時預かり等を「利用している」を選んだ方 

（２）保護者の用事で今後も事業を利用する必要があるかの有無〈単数回答〉 

〔就学前児童調査…問 24〕 

就学前児童で、保護者の用事で今後も事業を利用する必要があるかについては、「利用したい」が 80.0％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【令和元年度調査結果との比較】 

就学前児童の令和５年度調査結果は、「利用したい」の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

70.4%

4.7%

6.3%

7.0%

16.8%

9.2%

13.2%

20.4%

3.6%

0.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

特に利用する必要がない

利用したい事業が地域にない

事業の質に不安がある

事業の利便性（立地や利用可能時間・日数など）

がよくない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

対象者になるのかどうかわからない

利用方法（手続き等）がわからない

その他

不明・無回答

就学前児童 N=446

80.0% 10.0% 10.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

N=50

利用したい 利用する必要はない 不明・無回答
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（２）で「利用したい」を選んだ方 

就学前児童で、不定期に利用したい事業の年間日数の合計については「10～19日」が 25.0％と最も高

くなっています。 

 

➀利用したい年間日数の合計〈数量回答〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.0%

5.0%

7.5%

5.0%

5.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

25.0%

15.0%

7.5%

2.5%

10.0%

12.5%

0% 20% 40% 60%

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

８日

９日

10日～19日

20日～29日

30日～39日

40日～49日

50日以上

不明・無回答

就学前児童 N=40

100

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

（N=86）

利用したい

[令和元年度]調査 
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就学前児童で、不定期に利用したい事業の目的別内訳については「私用、リフレッシュ目的」が 65.0％

と最も高く、次いで「冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院等」が 60.0％となっています。 

不定期に利用したい事業の目的別年間利用日数については、「私用、リフレッシュ目的で利用したい日

数」が「10～19日」「冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院等」が「１日」「２日」「３日」、「保護者や

家族の育児疲れ、不安」が「２日」「６日」の割合が高くなっています。 

 

②利用したい目的の内訳〈複数回答〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和元年度調査結果との比較】 

就学前児童の令和５年度調査結果は、「私用、リフレッシュ目的」「冠婚葬祭、学校行事、子どもや親

の通院」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

65.0%

60.0%

45.0%

25.0%

5.0%

5.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

私用、リフレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院等

保護者や家族の育児疲れ、不安

不定期の就労

その他

不明・無回答

就学前児童 N=40

0.0

5.8

23.3

33.7

37.2

0% 10% 20% 30% 40%

不明・無回答

その他

不定期の就労

冠婚葬祭・学校行事・通院等

私用、リフレッシュ目的

就学前児童（N=86）

[令和元年度]調査 
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③目的別年間利用日数〈数量回答〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

2 7.7 4 16.7 0 0.0 0 0.0 0 0.0

1 3.8 4 16.7 3 16.7 2 20.0 0 0.0

2 7.7 4 16.7 1 5.6 0 0.0 2 100.0

0 0.0 0 0.0 2 11.1 0 0.0 0 0.0

0 0.0 3 12.5 2 11.1 0 0.0 0 0.0

4 15.4 3 12.5 3 16.7 0 0.0 0 0.0

0 0.0 0 0.0 1 5.6 0 0.0 0 0.0

2 7.7 1 4.2 0 0.0 0 0.0 0 0.0

1 3.8 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

8 30.8 1 4.2 1 5.6 2 20.0 0 0.0

2 7.7 1 4.2 1 5.6 1 10.0 0 0.0

1 3.8 0 0.0 1 5.6 1 10.0 0 0.0

1 3.8 0 0.0 1 5.6 0 0.0 0 0.0

1 3.8 0 0.0 1 5.6 2 20.0 0 0.0

1 3.8 3 12.5 1 5.6 2 20.0 0 0.0

Ｎ=10

不

定

期

の

就

労

そ

の

他

Ｎ=2

目的別年間利用日数

私

用
、

リ

フ

レ
ッ

シ
ュ

目

的

６日

１日

２日

３日

４日

５日

保

護

者

や

家

族

の

育

児

疲

れ

・

不

安

Ｎ=26 Ｎ=24 Ｎ=18

冠

婚

葬

祭
、

学

校

行

事

子

ど

も

や

親

の

通

院

等

40日～49日

50日以上

不明・無回答

７日

８日

９日

10日～19日

20日～29日

30日～39日
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（２）で「利用したい」を選んだ方 

（２）－１ 保護者の用事で子どもを預ける場合の望ましい事業形態〈複数回答〉 

〔就学前児童調査…問 24－１〕 

就学前児童で、保護者の用事で子どもを預ける場合、どのような形態が望ましいかについては、「保育

園（所）の一時預かり」が 57.5％と最も高く、次いで「幼稚園の預かり保育」が 32.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和元年度調査結果との比較】 

就学前児童の令和５年度調査結果は「保育園（所）の一時預かり」の割合が高く、「幼稚園の預かり

保育」の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

57.5%

32.5%

5.0%

2.5%

0.0%

0.0%

2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保育園（所）の一時預かり

幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート

夜間養護等事業：トワイライトステイ

ベビーシッター

その他

不明・無回答 就学前児童 N=40

3.5

0.0

4.7

1.2

10.5

44.2

36.0

0% 20% 40% 60%

不明・無回答

その他

ベビーシッター

夜間養護等事業：トワイライトステイ

ファミリー・サポート・センター

幼稚園の預かり保育

保育園（所）の一時預かり

就学前児童（N=86）

[令和元年度]調査 
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（３）保護者の用事により、家族以外に預ける宿泊を伴う一時預かり等の利用希望の有無、

利用目的、必要な泊数 

〔就学前児童調査…問 25、小学生児童調査…問 29〕 

保護者の用事により、子どもを泊りがけで家族以外にみてもらわなければならなかった宿泊を伴う一

時預かり等の利用希望については「利用したい」が就学前児童で 21.5％、小学生児童で 33.2％、となっ

ています。 

 

➀宿泊を伴う一時預かり等の利用の有無〈単数回答〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の用事により、宿泊を伴う一時預かり等の利用の目的別内訳については「保護者や家族の病気」

が就学前児童で 24.8％、小学生児童で 26.2％と最も高く、次いで就学前児童で「冠婚葬祭」が 23.9％、

小学生児童で「保護者や家族の育児疲れ・不安」が 13.1％となっています。 

 

②利用目的〈複数回答〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21.5%

33.2%

73.4%

65.1%

5.1%

1.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

N=507

小学生児童

N=367

利用したい 利用する必要はない 不明・無回答

23.9%

21.1%

24.8%

7.3%

56.9%

10.7%

13.1%

26.2%

2.5%

66.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

冠婚葬祭

保護者や家族の育児疲れ・不安

保護者や家族の病気

その他

不明・無回答

就学前児童 N=109

小学生児童 N=367
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保護者の用事により、宿泊を伴う一時預かり等の利用の目的別年間利用希望泊数については、就学前児

童では「冠婚葬祭」、「保護者や家族の育児疲れ・不安」が「１泊」、「保護者や家族の病気」が「２泊」の

割合が高くなっています。小学生児童では、「冠婚葬祭」では「１泊」、「保護者や家族の育児疲れ・不安」

では「２泊」「保護者や家族の病気」では「１泊」と「２泊」が最も高くなっています 

③目的別内訳宿泊〈数量回答〉 

 

 

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

13 50.0 9 39.1 7 25.9 1 12.5

6 23.1 6 26.1 8 29.6 1 12.5

4 15.4 1 4.3 3 11.1 0 0.0

1 3.8 0 0.0 0 0.0 1 12.5

1 3.8 0 0.0 4 14.8 1 12.5

0 0.0 2 8.7 1 3.7 0 0.0

1 3.8 2 8.7 3 11.1 1 12.5

0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

0 0.0 3 13.0 1 3.7 1 12.5

0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 25.0不明・無回答

６泊

７泊

８泊

９泊

10泊以上

１泊

２泊

３泊

４泊

５泊

【就学前児童】

冠

婚

葬

祭

保

護

者

や

家

族

の

育

児

疲

れ

・

不

安

保

護

者

や

家

族

の

病

気

そ

の

他

Ｎ=26 Ｎ=23 Ｎ=27 Ｎ=8

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

6 46.2 4 25.0 9 28.1 0 0.0

4 30.8 5 31.3 9 28.1 0 0.0

1 7.7 2 12.5 5 15.6 2 66.7

0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

1 7.7 1 6.3 2 6.3 1 33.3

0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

0 0.0 0 0.0 3 9.4 0 0.0

0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

0 0.0 4 25.0 1 3.1 0 0.0

1 7.7 0 0.0 3 9.4 0 0.0不明・無回答

６泊

７泊

８泊

９泊

10泊以上

１泊

２泊

３泊

４泊

５泊

【小学生児童】

冠

婚

葬

祭

保

護

者

や

家

族

の

育

児

疲

れ

・

不

安

保

護

者

や

家

族

の

病

気

そ

の

他

Ｎ=13 Ｎ=16 Ｎ=32 Ｎ=3
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９ 小学校就学後の放課後の過ごし方について 

 

◆就学前児童（５歳以上） 

（１）小学校就学後、小学校低学年（１～３年生）の間、小学校高学年（４～６年生）の間、

放課後の時間をどのような場所で過ごさせたいか〈複数回答〉 

〔就学前児童調査…問 26、問 27〕 

就学前児童で、小学校就学後、小学校低学年の間、小学校高学年の間、放課後の時間をどのような場所

で過ごさせたいかについて、小学校低学年の間は、「放課後児童クラブ」が 60.0％と最も高く、次いで「自

宅」が 39.2％となっています。小学校高学年の間は、「自宅」が 68.8％と最も高く、次いで「習い事」が

40.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

39.2%

16.0%

26.4%

7.2%

60.0%

1.6%

8.0%

8.0%

68.8%

20.8%

40.0%

8.8%

34.4%

0.8%

12.8%

6.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

放課後児童クラブ

ファミリー・サポート

その他

不明・無回答

小学校低学年

N=125
小学校高学年

N=125
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【令和元年度調査結果との比較】 

小学校低学年の間の令和５年度調査結果は「放課後児童クラブ」の割合が高くなっています。小学校

高学年の間は、「自宅」、「習い事」、「放課後児童クラブ」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

0.0

6.1

0.0

16.5

3.8

25.5

10.4

37.7

0.0

5.8

0.0

26.7

3.0

21.4

10.1

33.0

0% 10% 20% 30% 40%

不明・無回答

その他

ファミリー・サポート・センター

放課後児童クラブ

児童館

習い事

祖父母宅や友人・知人宅

自宅

小学校低学年（N=212） 小学校高学年（N=212）

[令和元年度]調査 
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就学前児童で、過ごしている場所における週当たりの利用日数について、小学校低学年の間は、「自宅」

「放課後児童クラブ」で「５日」、「祖父母宅や友人・知人宅」「習い事」で「１日」の割合が高くなって

います。小学校高学年の間は、「自宅」「放課後児童クラブ」で「５日」、「祖父母宅や友人・知人宅」「習

い事」で「２日」の割合が高くなっています。「祖父母宅や友人・知人宅」は「１日」も高くなっていま

す。 

 

➀週当たりの利用日数〈数量回答〉 

 

 

 

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

3 6.1 9 45.0 19 57.6 1 11.1 1 1.3 0 0.0 4 40.0

8 16.3 4 20.0 10 30.3 2 22.2 4 5.3 1 50.0 3 30.0

11 22.4 2 10.0 3 9.1 2 22.2 12 16.0 1 50.0 0 0.0

4 8.2 0 0.0 1 3.0 2 22.2 8 10.7 0 0.0 0 0.0

18 36.7 3 15.0 0 0.0 2 22.2 45 60.0 0 0.0 1 10.0

0 0.0 1 5.0 0 0.0 0 0.0 2 2.7 0 0.0 0 0.0

0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

5 10.2 1 5.0 0 0.0 0 0.0 3 4.0 0 0.0 2 20.0

６日

そ

の

他

Ｎ=49 Ｎ=20 Ｎ=33 Ｎ=9 Ｎ=75 Ｎ=2 Ｎ=10

自

宅

祖

父

母

宅

や

友

人

・

知

人

宅 習

い

事

児

童

館

放

課

後

児

童

ク

ラ

ブ

フ
ァ

ミ

リ
ー

・

サ

ポ
ー

ト

【小学校低学年】

１日

２日

３日

４日

５日

７日

不明・無回答

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

1 1.2 1 3.8 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

7 8.1 8 30.8 15 30.0 2 18.2 1 2.3 0 0.0 5 31.3

5 5.8 8 30.8 23 46.0 3 27.3 4 9.3 1 100.0 2 12.5

7 8.1 3 11.5 9 18.0 1 9.1 3 7.0 0 0.0 3 18.8

2 2.3 1 3.8 1 2.0 2 18.2 4 9.3 0 0.0 2 12.5

25 29.1 3 11.5 1 2.0 2 18.2 10 23.3 0 0.0 2 12.5

0 0.0 1 3.8 0 0.0 0 0.0 1 2.3 0 0.0 0 0.0

0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

39 45.3 1 3.8 1 2.0 1 9.1 20 46.5 0 0.0 2 12.5

【小学校高学年】

自

宅

祖

父

母

宅

や

友

人

・

知

人

宅 児

童

館

放

課

後

児

童

ク

ラ

ブ

フ
ァ

ミ

リ
ー

・

サ

ポ
ー

ト

そ

の

他

Ｎ=86 Ｎ=26 Ｎ=50 Ｎ=11 Ｎ=43 Ｎ=1

習

い

事

Ｎ=16

０日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

不明・無回答

１日
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就学前児童で、放課後の時間を「放課後児童クラブ」で過ごさせたい方の利用希望時間について、小学

校低学年の間、小学校高学年の間ともに「17時」の割合が、それぞれ高くなっています。 

 

②「放課後児童クラブ」の利用時間（下校時から何時まで）〈数量回答〉 

《「放課後児童クラブ」を選んだ方》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和元年度調査結果との比較】 

小学校低学年の間の令和５年度調査結果は「17時」、「18時」の割合が高くなっています。小学校高

学年の間は、「17時」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

件数 ％ 件数 ％

0 0.0 1 2.3

0 0.0 0 0.0

1 1.3 0 0.0

4 5.3 0 0.0

30 40.0 12 27.9

26 34.7 7 16.3

12 16.0 3 7.0

1 1.3 0 0.0

1 1.3 20 46.5

20時

15時

13時

14時

16時

17時

18時

19時

不明・無回答

【小学校高学年】

Ｎ=75 Ｎ=43
放課後児童クラブの

利用時間

【小学校低学年】

件数 ％ 件数 ％

0 0.0 0 0.0

17 16.0 9 12.9

17 16.0 8 11.4

3 2.9 2 2.8

69 65.1 51 72.9

放課後児童クラブの
利用時間

【小学校低学年】 【小学校高学年】

Ｎ=106 Ｎ=70

16時

17時

18時

19時

不明・無回答

[令和元年度]調査 
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（１）で「放課後児童クラブ」を選んだ方 

（２）放課後児童クラブの土曜日と日曜・祝日の利用希望〈単数回答〉 

〔就学前児童調査…問 28〕 

就学前児童で、土曜日と日曜・祝日の放課後児童クラブの利用希望状況について、「低学年の間は利用

したい」が、土曜日で 23.1％、日曜・祝日で 7.7％、「高学年になっても利用したい」が土曜日で 12.8％、

日曜・祝日で 6.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.1%

7.7%

12.8%

6.4%

64.1%

85.9%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

土曜日 N=78

日曜・祝日

N=78

低学年（１～３年生）の間は利用したい 高学年（４～６年生）になっても利用したい

利用する必要はない 不明・無回答
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就学前児童で、土曜日と日曜・祝日の放課後児童クラブの利用希望時間について、開始時間は、土曜

日、日曜・祝日ともに「８時」、終了時間は、土曜日、日曜・祝日ともに「18時」とそれぞれ高くなって

います。 

【令和元年度調査結果との比較】 

土曜日の開始時間の令和５年度調査結果は「８時」の割合が高くなっています。日曜・祝日の開始時

間は、「10時」の割合が低くなっています。土曜日の終了時間は「18時」の割合が高くなっています。

日曜・祝日の終了時間は、「18時」の割合が高く「19時」が低くなっています。 

 

◎利用希望時間〈数量回答〉 

【開始時間】                

 

【終了時間】 

 

 

  

件数 ％ 件数 ％

5 11.9 4 20.0

18 42.8 11 55.0

10 23.8 3 15.0

0 0.0 2 10.0

1 2.4 0 0.0

0 0.0 0 0.0

0 0.0 0 0.0

2 4.8 0 0.0

6 14.3 0 0.0

土曜日 日曜日・祝日

Ｎ=42 Ｎ=20

7時

8時

開始時間

9時

14時以降

不明・無回答

10時

11時

12時

13時

件数 ％ 件数 ％

3 7.1 1 5.0

1 2.4 0 0.0

4 9.5 0 0.0

0 0.0 1 5.0

13 31.0 1 5.0

10 23.8 4 20.0

5 11.9 9 45.0

0 0.0 4 20.0

6 14.3 0 0.0

終了時間

土曜日 日曜日・祝日

Ｎ=42 Ｎ=20

13時

20時以降

不明・無回答

14時

15時

16時

17時

18時

19時

[令和元年度]調査 

[令和元年度]調査 

件数 ％ 件数 ％

0 0.0 0 0.0

3 10.7 3 27.3

19 67.9 6 54.5

5 17.9 2 18.2

0 0.0 0 0.0

0 0.0 0 0.0

0 0.0 0 0.0

0 0.0 0 0.0

0 0.0 0 0.0

1 3.6 0 0.0

Ｎ=11

７時

開始時間

12時

13時

不明・無回答

６時台以前

14時以降

８時

９時

10時

11時

土曜日 日曜・祝日

Ｎ=28

件数 ％ 件数 ％

1 3.6 0 0.0

2 7.1 0 0.0

0 0.0 0 0.0

1 3.6 0 0.0

2 7.1 0 0.0

6 21.4 2 18.2

13 46.4 7 63.6

2 7.1 2 18.2

0 0.0 0 0.0

1 3.6 0 0.0

19時

20時以降

不明・無回答

13時

14時

15時

16時

17時

18時

終了時間

土曜日 日曜・祝日

Ｎ=28 Ｎ=11

12時台以前
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（３）長期の休暇期間中の放課後児童クラブの利用希望〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 29〕 

就学前児童で、長期休暇中の放課後児童クラブの利用希望について、「低学年の間は利用したい」が

37.6％、「高学年になっても利用したい」が 31.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

37.6% 31.2% 17.6% 13.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

N=125

低学年（１～３年生）の間は利用したい 高学年（４～６年生）になっても利用したい

利用する必要はない 不明・無回答
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就学前児童で、長期休暇中の放課後児童クラブの利用希望時間について、開始時間は「８時」が 54.7％、

終了時間は「17時」が 40.7％となっています。 

【令和元年度調査結果との比較】 

「開始時間」の令和５年度調査結果は「７時」の割合が高く、「８時」の割合が低くなっています。 

 

◎利用希望時間〈数量回答〉 

【開始時間】                

 

 

【終了時間】 

0.0%

18.6%

54.7%

23.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

1.2%

2.3%

0% 20% 40% 60%

６時以前

７時

８時

９時

10時

11時

12時

13時

14時以降

不明・無回答

就学前児童 N=86

0.0%

0.0%

2.3%

5.8%

5.8%

40.7%

29.1%

14.0%

0.0%

2.3%

0% 20% 40% 60%

12時以前

13時

14時

15時

16時

17時

18時

19時

20時以降

不明・無回答

就学前児童 N=86

1.3

3.2

21.3

68.4

5.8

0% 20% 40% 60% 80%

不明・無回答

10時

9時

8時

7時

就学前児童（N=155）

14.8

5.2

27.1

35.5

11.0

3.2

1.3

0.6

1.3

0% 10% 20% 30% 40%

不明・無回答

19時

18時

17時

16時

15時

14時

13時

12時以前

就学前児童（N=155）

[令和元年度]調査 

[令和元年度]調査 
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◆小学生児童 

 

（４）子どもは、放課後どのような場所で過ごしているか〈複数回答〉 

〔小学生児童調査…問 21〕 

小学生児童で、子どもが放課後の時間をどのような場所で過ごさせたいかについて、「自宅」が 75.7％

と最も高く、次いで「習い事」が 34.3％となっています 

 

【令和元年度調査結果との比較】 

小学生児童の令和５年度調査結果は、「自宅」「放課後児童クラブ」の割合が高くなっています。 

 

75.7%

10.4%

34.3%

3.5%

25.3%

0.3%

9.5%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

放課後児童クラブ

ファミリー・サポート

その他

不明・無回答

小学生児童

N=367

0.0

3.3

0.1

15.3

1.6

27.5

8.1

44.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

不明・無回答

その他

ファミリー・サポート・センター

放課後児童クラブ

児童館

習い事

祖父母宅や友人・知人宅

自宅

小学生児童（N=424）
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小学生児童で、過ごしている場所における週当たりの利用日数について、「自宅」「放課後児童クラブ」

で「５日」、「習い事」で「２日」、「祖父母宅や友人・知人宅」「児童館」で「１日」の割合が、それぞれ

高くなっています。 

子どもが放課後の時間を「放課後児童クラブ」で過ごさせたい方の利用希望時間については「17 時」

の割合が高くなっています。 

 

➀週当たりの利用日数〈数量回答〉 

 

《「放課後児童クラブ」を選んだ方》 

➀「放課後児童クラブ」の利用時間   （下校時から何時まで）〈数量回答〉     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.0%

6.5%

44.1%

40.9%

8.6%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60%

15時

16時

17時

18時

19時

20時

不明・無回答

小学生児童 N=93

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

18 6.5 9 23.7 16 12.7 4 30.8 2 2.2 0 0.0 5 14.3

16 5.8 3 7.9 30 23.8 1 7.7 4 4.3 0 0.0 5 14.3

15 5.4 1 2.6 8 6.3 2 15.4 11 11.8 1 100.0 4 11.4

10 3.6 0 0.0 12 9.5 1 7.7 22 23.7 0 0.0 5 14.3

66 23.7 7 18.4 6 4.8 0 0.0 50 53.8 0 0.0 1 2.9

3 1.1 0 0.0 2 1.6 0 0.0 2 2.2 0 0.0 0 0.0

14 5.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

136 48.9 18 47.4 52 41.3 5 38.5 2 2.2 0 0.0 15 42.9

６日

７日

不明・無回答

１日

２日

３日

４日

５日

放

課

後

児

童

ク

ラ

ブ

フ
ァ

ミ

リ
ー

・

サ

ポ
ー

ト そ

の

他

Ｎ=278 Ｎ=38 Ｎ=126 Ｎ=13 Ｎ=93 Ｎ=1 Ｎ=35

【小学生児童】

自

宅

祖

父

母

宅

や

友

人

・

知

人

宅

習

い

事

児

童

館
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小学生児童で、「放課後児童クラブ」の土・日の利用の有無について、「ない」が 82.8％と最も高くな

っています。 

 

②「放課後児童クラブ」の土・日の利用状況〈単数回答〉 

 

 

 

 

 

 

 

（４）で「放課後児童クラブ」を選んだ方 

（５）利用している理由〈単数回答〉〔小学生児童調査…問 22〕 

小学生児童で、放課後児童クラブを利用している理由について、「現在就労している」が 97.8％と最も

高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）で「放課後児童クラブ」を選んだ方 

（６）放課後児童クラブに対しての要望〈単数回答〉〔小学生児童調査…問 23〕 

小学生児童で、放課後児童クラブに対して感じていることについて、「現在のままで良い」が 38.7％と

最も高く、次いで「施設・設備を改善してほしい」が 6.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.8% 82.8% 5.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生児童 N=93

ある ない 不明・無回答

97.8%

0.0%

0.0%

0.0%

1.1%

1.1%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在就労している

就労予定がある/求職中である

家族・親族などを介護しなければならない

病気や障がいがある

学生である

その他

不明・無回答

小学生児童 N=93

2.2%

2.2%

6.5%

2.2%

38.7% 5.4% 43.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生児童

N=93

定員を増やしてほしい 利用時間を延長してほしい 施設・設備を改善してほしい

指導内容を工夫してほしい 現在のままで良い その他

不明・無回答
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【令和元年度調査結果との比較】 

小学生児童の令和５年度調査結果は、「現在のままでよい」の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.9

9.4 11.3 7.5 18.9 57.5 23.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生児童

（N=106）

定員を増やしてほしい 利用時間を延長してほしい

施設・設備を改善してほしい 指導内容を工夫してほしい

その他 現在のままでよい

不明・無回答

[令和元年度]調査 
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（４）で「放課後児童クラブ」以外を選んだ方 

（７）利用していない理由〈単数回答〉〔小学生児童調査…問 24〕 

小学生児童で、放課後児童クラブを利用していない理由について、「就労しているが、放課後の短時間

ならば、子どもだけでも大丈夫だと思うから」が 32.4％と最も高く、次いで「現在就労していないから」

が 15.1％となっています。 

 

（４）で「放課後児童クラブ」以外を選んだ方 

（８）放課後児童クラブの今後の利用希望の意向〈単数回答〉〔小学生児童調査…問 25〕 

小学生児童で、今後の放課後児童クラブの利用希望について、「利用したい」が 5.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

15.1%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

12.5%

7.7%

32.4%

0.0%

28.3%

4.0%

0% 20% 40% 60%

現在就労していないから

就労しているが、放課後児童クラブを知らなかったから

就労しているが、近くに放課後児童クラブがないから

就労しているが、放課後児童クラブに空きがないから

就労しているが、放課後児童クラブの開所時間が短いから

就労しているが、利用料がかかるから

就労しているが、子どもは放課後の習い事をしているから

就労しているが、放課後の短時間ならば、子どもだけでも

大丈夫だと思うから

就労しているが、他の施設に預けているから

その他

不明・無回答

小学生児童 N=272

5.9% 90.8% 3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生児童 N=272

利用したい 今後も利用しない 不明・無回答
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小学生児童で、今後、放課後児童クラブを利用したい方の 1週間の利用希望日数は、「５日」が最も高

く、50.0％となっています。１日当たりの利用希望時間は、「２時間」と「３時間」で 43.8％と最も高く

なっています。 

 

➀1週間の利用希望日数〈数量回答〉    ②利用希望時間数〈数量回答〉 

 

  

0.0%

43.8%

43.8%

0.0%

6.3%

0.0%

6.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１時間

２時間

３時間

４時間

５時間

６時間

７時間

８時間

９時間

10時間

11時間

12時間以上

不明・無回答

小学生児童 N=16

6.3%

0.0%

18.8%

25.0%

50.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

不明・無回答

小学生児童 N=16
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小学生児童で、今後、放課後児童クラブを利用したい方の利用希望時間帯について、開始時間では「14

時以降」、終了時間では「18時」の割合が高くなっています。 

土・日の利用時間では、「１時間」が 31.3％と最も高くなっています。開始時間では、「９時」が 18.8％、

終了時間では、「16時」「17時」が 12.5％で最も高くなっています。 

 

③利用希望時間帯〈数量回答〉 

【開始時間】               【終了時間】 

 

④土・日の利用希望      ⑤土・日の利用希望時間帯〈数量回答〉 

 時間数〈数量回答〉 

               【開始時間】       【終了時間】 

  

 

0.0%

6.3%

6.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

87.5%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

７時時台前

８時

９時

10時

11時

12時

13時

14時以降

不明・無回答

小学生児童 N=16

0.0%

0.0%

0.0%

6.3%

37.5%

43.8%

12.5%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

13時台前

14時

15時

16時

17時

18時

19時

20時以降

不明・無回答

小学生児童 N=16

件数 ％

1 6.3

1 6.3

1 6.3

2 12.5

2 12.5

1 6.3

1 6.3

0 0.0

7 43.8

Ｎ=16

17時

18時

19時

20時以降

不明・無回答

13時

14時

15時

16時

土日開始時間
件数 ％

5 31.3

0 0.0

1 6.3

0 0.0

1 6.3

0 0.0

0 0.0

2 12.5

1 6.3

0 0.0

0 0.0

0 0.0

6 37.5

12時間

11時間

不明・無回答

６時間

７時間

８時間

９時間

10時間

１時間

２時間

３時間

４時間

５時間

Ｎ=16
土日の利用希望時間数

件数 ％

1 6.3

2 12.5

3 18.8

1 6.3

0 0.0

0 0.0

0 0.0

2 12.5

7 43.8

13時

14時以降

不明・無回答

８時

９時

10時

11時

12時

Ｎ=16

７時

土日開始時間
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（８）で「利用したい」を選んだ方 

（８）－１ 利用したい理由〈単数回答〉〔小学生児童調査…問 25－１〕 

小学生児童で、今後、放課後児童クラブを利用したい理由について、「現在就労している」が 43.8％と

最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

43.8%

25.0%

18.8%

0.0%

6.3%

0.0%

6.3%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60%

現在就労している

就労予定がある/求職中である

そのうち就労したいと考えている

家族・親族などを介護しなければならない

病気や障がいがある

学生である／就学したい

就労していないが、子どもの教育などのために

預けたい

その他

不明・無回答

小学生児童 N=16
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（９）「放課後子ども教室」の利用意向と利用希望日数〈単数回答〉〔小学生児童調査…問 26〕 

小学生児童で、放課後子ども教室の利用意向について、「意向がある」が 31.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学生児童で、放課後子ども教室を利用したい方の１週間の利用希望日数は「１日」が 43.9％と最も

高く、次いで「２日」が 33.3％となっています。 

 

◎1週間の利用希望日数〈数量回答〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和元年度調査結果との比較】 

小学生児童の令和５年度調査結果は、１週間の利用希望日数が「２日」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

31.1% 67.0% 1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生児童

N=367

意向がある 意向がない 不明・無回答

43.9%

33.3%

13.2%

0.9%

6.1%

0.9%

0.0%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

不明・無回答

小学生児童 N=114

6.2

0.6

0.0

9.9

2.5

9.3

19.8

51.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

不明・無回答

7日

6日

5日

4日

3日

2日

1日

小学生児童（N=162）

[令和元年度]調査 
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（10）小学４年生以降の放課後の過ごし方〈単数回答〉〔小学生児童調査…問 27〕 

小学生児童で、小学 4 年生以降の放課後の過ごし方について、「利用を希望するサービスは特にない」

が 34.9％と最も高く、次いで「スポーツ・文化・学習活動など習い事をさせたい」が 29.2％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学生児童で、小学４年生以降の放課後の過ごし方で「放課後児童クラブを利用したい」を選んだ方

の利用希望学年は、「６年生」までが 54.7％と最も高くなっています。 

 

◎「放課後児童クラブ」を利用する場合の利用希望学年〈数量回答〉 

 

 

 

 

 

 

17.4%

12.5%

29.2%

34.9%

3.8%

2.2%

0% 20% 40% 60%

放課後児童クラブを利用したい

放課後子ども教室を利用したい

スポーツ・文化・学習活動など習い事を

させたい

利用を希望するサービスは特にない

その他

不明・無回答

小学生児童 N=367

18.8%

20.3%

54.7%

6.3%

0% 20% 40% 60%

４年生

５年生

６年生

不明・無回答

小学生児童 N=64
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10 職場の両立支援制度について（就学前児童） 

 

（１）子どもが生まれた時の保護者の育児休業取得状況〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 30〕 

就学前児童で、子どもが生まれた時の保護者の育児休業取得状況について、母親では「取得した（取得

中である）」が 61.9％と最も高く、次いで「働いていなかった」が 27.8％となっています。父親では「取

得していない」が 76.7％と最も高く、次いで「取得した（取得中である）」が 16.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和元年度調査結果との比較】 

就学前児童の令和５年度調査結果は、母親は「取得した（取得中である）」の割合が高く、「働いてい

なかった」の割合が低くなっています。父親は「取得した（取得中である）」の割合が高く、「取得して

いない」の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27.8%

0.6%

61.9%

16.4%

8.3%

76.7%

2.0%

6.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親

N=507

父親

N=507

働いていなかった 取得した（取得中である） 取得していない 不明・無回答

42.6

2.3

40.3

90.8

14.5

6.9

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父親

（N=598）

母親

（N=598）

働いていなかった 取得した（取得中である） 取得していない 不明・無回答

[令和元年度]調査 
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就学前児童で、育児休業を取得していない理由について、母親は「子育てや家事に専念するため退職し

た」が 31.0％と最も高く、次いで「職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった）」が

26.2％となっています。父親は「仕事が忙しかった」が 40.6％と最も高く、次いで「配偶者が育児休業

制度を利用した」が 40.4％となっています。 

 

◎取得していない理由〈複数回答〉《「取得していない」を選んだ方》 

 

  

0.0%

14.3%

2.4%

7.1%

0.0%

9.5%

0.0%

7.1%

2.4%

31.0%

26.2%

11.9%

2.4%

2.4%

14.3%

2.4%

40.4%

32.6%

38.8%

40.6%

0.3%

7.7%

8.5%

37.5%

2.1%

0.3%

9.5%

0.3%

1.8%

0.0%

5.1%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者が子育てに専念している、祖父母等の親族にみ

てもらえるなど、制度を利用する必要がなかった

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育園（所）などに預けることができた

子育てや家事に専念するため退職した

職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めが

なかった）

有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった

育児休業を取得できることを知らなかった

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得で

きることを知らず、退職した

その他

不明・無回答

母親 N=42

父親 N=389
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【令和元年度調査結果との比較】 

就学前児童の母親の令和５年度調査結果は、「配偶者が子育てに専念している、祖父母等の親族にみ

てもらえるなど、制度を利用する必要がなかった」の割合が高く、「子育てや家事に専念するため退職

した」の割合が低くなっています。 

父親は「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」「仕事が忙しかった」の割合が高く、「配偶者

が子育てに専念している、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった」の割

合が低くなっています。 

 

 

0.0

1.7

0.0

2.8

0.0

8.3

0.0

1.8

28.7

6.1

4.6

0.0

27.3

25.4

55.4

35.7

0.0

18.4

3.4

0.0

8.0

23.0

48.3

3.4

8.0

0.0

5.7

8.0

11.5

0.0

3.4

0.0

0% 20% 40% 60%

不明・無回答

その他

産前産後の休暇を取得できることを知らずに退職した

育児休業を取得できることを知らなかった

有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった

職場に育児休業の制度がなかった

子育てや家事に専念するため退職した

保育園（所）などに預けることができた

収入減となり経済的に苦しくなる

昇給・昇格などが遅れそうだった

仕事に戻るのが難しそうだった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

仕事が忙しかった

職場に育児休業をとりにくい雰囲気があった

配偶者が子育てに専念している、祖父母等の親族にみ

てもらえるなだ、制度を利用する必要がなかった

配偶者が育児休業制度を利用した

母親（N=87） 父親（N=543）

[令和元年度]調査 
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（１）で「取得した（取得中である）」を選んだ方 

（１）－１ 育児休業取得後、職場に復帰したか〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 30－１〕 

就学前児童で、育児休業取得後、職場に復帰したかについて、母親は「育児休業取得後、職場に復帰し

た」が 63.4％と最も高く、次いで「現在も育児休業中である」が 29.3％となっています。父親は「育児

休業取得後、職場に復帰した」が 91.6％と最も高く、次いで「現在も育児休業中である」が 6.0％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）－１で「育児休業取得後、職場に復帰した」を選んだ方 

（１）－２ 職場に復帰したのは、年度初めの保育所入所に合わせたタイミングか 

〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 30－２〕 

就学前児童で、職場復帰の時期が年度初めの保育所に合わせたかについて、母親は「それ以外だった」

が 59.8％と最も高く、次いで「年度初めの入所に合わせたタイミングだった」が 38.2％となっています。

父親は「それ以外だった」が 93.4％と最も高く、次いで「年度初めの入所に合わせたタイミングだった」

が 5.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和元年度調査結果との比較】 

就学前児童の母親の令和５年度調査結果は、「年度初めの入所に合わせたタイミングだった」の割合

が低く、「それ以外だった」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

63.4%

91.6%

29.3%

6.0%

7.3%

0.0%

0.0%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親 N=314

父親 N=83

育児休業取得後、職場に復帰した 現在も育児休業中である
育児休業中に離職した 不明・無回答

38.2%

5.3%

59.8%

93.4%

2.0%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親 N=199

父親 N=76

年度初めの入所に合わせたタイミングだった それ以外だった 不明・無回答

62.3 37.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親

（N=151）

年度初めの入所に合わせたタイミングだった それ以外だった

[令和元年度]調査 
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（１）－３ 育児休業からは、「実際」に子どもが何歳何ヶ月のときに職場復帰したか。ま

た、勤め先の育児休業の制度の期間内で、何歳何ヶ月のときまで取得したかっ

たか〈数量回答〉〔就学前児童調査…問 30－３〕 

就学前児童で、育児休業から、実際に子どもが何歳何ヶ月のときに職場復帰したかについて、母親は、

実際・希望ともに「０歳７ヶ月～１歳」が最も高くなっています。父親は、実際・希望ともに「０歳６ヶ

月以内」が最も高くなっています。 

【母親】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和元年度調査結果との比較】 

母親の実際の令和５年度調査結果は「０歳７ヶ月～１歳」の割合が高く、「１歳１ヶ月～１歳６カ月」

の割合が低くなっています。母親の希望は「０歳７ヶ月～１歳」「１歳７ヶ月～２歳」「２歳７ヶ月～３

歳」の割合が高く、「１歳１ヶ月～１歳６ヶ月」「２歳１ヶ月～２歳６ヶ月」の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.0%

61.8%

22.6%

5.5%

1.5%

3.5%

0.0%

0.0%

1.0%

4.0%

31.7%

18.1%

19.6%

1.0%

21.6%

0.5%

0.5%

3.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０歳６ヶ月以内

０歳７ヶ月～１歳

１歳１ヶ月～１歳６ヶ月

１歳７ヶ月～２歳

２歳１ヶ月～２歳６ヶ月

２歳７ヶ月～３歳

３歳１ヶ月～３歳６ヶ月

３歳７ヶ月以上

不明・無回答

実際 N=199

希望 N=199

0.7

0.7

17.9

0.7

16.6

2.6

54.3

4.0

2.6

0.0

5.3

2.0

0.7

4.0

6.0

57.0

19.9

5.3

0% 20% 40% 60%

不明・無回答

3歳7ヶ月以上

3歳１ヶ月～3歳6ヶ月

2歳7ヶ月～3歳

2歳１ヶ月～2歳6ヶ月

1歳7ヶ月～2歳

1歳１ヶ月～1歳6ヶ月

0歳7ヶ月～1歳

0歳6ヶ月以内

実際（N=151） 希望（N=151）
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【父親】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和元年度調査結果との比較】 

父親の実際の令和５年度調査結果は「０歳６ヶ月以内」の割合が高く、「１歳１ヶ月～１歳６カ月」

「２歳１ヶ月～２歳６カ月」の割合が低くなっています。父親の希望は、「０歳６ヶ月以内」の割合が

高く、「１歳１ヶ月～１歳６ヶ月」の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

  

0.0

0.0

0.0

7.1

7.1

0.0

50.0

28.6

7.1

0.0

0.0

0.0

7.1

14.3

0.0

50.0

0.0

28.6

0% 20% 40% 60%

不明・無回答

3歳7ヶ月以上

3歳１ヶ月～3歳6ヶ月

2歳7ヶ月～3歳

2歳１ヶ月～2歳6ヶ月

1歳7ヶ月～2歳

1歳１ヶ月～1歳6ヶ月

0歳7ヶ月～1歳

0歳6ヶ月以内

実際（N=14） 希望（N=14）

77.6%

6.6%

5.3%

1.3%

1.3%

0.0%

0.0%

0.0%

7.9%

55.3%

25.0%

2.6%

3.9%

0.0%

2.6%

0.0%

1.3%

9.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０歳６ヶ月以内

０歳７ヶ月～１歳

１歳１ヶ月～１歳６ヶ月

１歳７ヶ月～２歳

２歳１ヶ月～２歳６ヶ月

２歳７ヶ月～３歳

３歳１ヶ月～３歳６ヶ月

３歳７ヶ月以上

不明・無回答

実際 N=76

希望 N=76
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（１）－４ 職場に、育児のために３歳まで休暇を取得できる制度があった場合、「希望」

として子どもが何歳何ヶ月のときまで取得したかったか〈数量回答〉 

〔就学前児童調査…問 30－４〕 

就学前児童で、職場に育児のために３歳まで休暇を取得できる制度があった場合に、子どもが何歳何ヶ

月のときまで取得したかったかについて、母親は「２歳７ヶ月～３歳」が最も高くなっています。父親は

「０歳６ヶ月以内」が最も高くなっています。 

【令和元年度調査結果との比較】 

就学前児童の母親の令和５年度調査結果は、「０歳７ヶ月～１歳」「１歳７ヶ月～２歳」「２歳７ヶ月

～３歳」の割合が高く、「２歳１ヶ月～２歳６ヶ月」「３歳１ヶ月以上」の割合が低くなっています。 

 

【母親】                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.5%

20.1%

15.1%

19.6%

2.0%

36.7%

1.0%

0.5%

3.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

０歳６ヶ月以内

０歳７ヶ月～１歳

１歳１ヶ月～１歳６ヶ月

１歳７ヶ月～２歳

２歳１ヶ月～２歳６ヶ月

２歳７ヶ月～３歳

３歳１ヶ月～３歳６ヶ月

３歳７ヶ月以上

不明・無回答

母親 N=199

0.0

47.0

2.0

29.8

2.6

16.6

0.7

1.3

0% 20% 40% 60%

不明・無回答

3歳１ヶ月以上

2歳7ヶ月～3歳

2歳１ヶ月～2歳6ヶ月

1歳7ヶ月～2歳

1歳１ヶ月～1歳6ヶ月

0歳7ヶ月～1歳

0歳6ヶ月以内

母親（N=151）

[令和元年度]調査 
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【令和元年度調査結果との比較】 

就学前児童の父親の令和５年度調査結果は、「０歳６ヶ月以内」「０歳７ヶ月～１歳」「２歳７ヶ月～

３歳」の割合が高く、「１歳１ヶ月～１歳６ヶ月」の割合が低くなっています。 

 

【父親】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32.9%

27.6%

3.9%

7.9%

1.3%

17.1%

1.3%

0.0%

7.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

０歳６ヶ月以内

０歳７ヶ月～１歳

１歳１ヶ月～１歳６ヶ月

１歳７ヶ月～２歳

２歳１ヶ月～２歳６ヶ月

２歳７ヶ月～３歳

３歳１ヶ月～３歳６ヶ月

３歳７ヶ月以上

不明・無回答

父親 N=76

0.0

0.0

7.1

7.1

0.0

57.1

7.1

21.4

0% 20% 40% 60%

不明・無回答

3歳１ヶ月以上

2歳7ヶ月～3歳

2歳１ヶ月～2歳6ヶ月

1歳7ヶ月～2歳

1歳１ヶ月～1歳6ヶ月

0歳7ヶ月～1歳

0歳6ヶ月以内

父親（N=14）

[令和元年度]調査 
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（１）－３で実際の復帰と希望が異なる方 

（１）－５ 希望の時期に職場復帰しなかった理由〈複数回答〉〔就学前児童調査…問 30－５〕 

就学前児童で、育児休業期間の実際と希望が異なる方の、希望の時期に職場復帰しなかった理由につい

て、「希望」より早く復帰した母親は「経済的な理由で早く復帰する必要があった」が 37.7％(43件)と最

も高くなっています。「希望」より遅く復帰した母親は「希望する保育園（所）に入れなかったため」が

35.7％(５件)となっています。 

【令和元年度調査結果との比較】 

希望より早く復帰した母親の令和５年度調査結果は、「希望する保育園(所)に入るため」の割合が高

く、希望より遅く復帰した母親は「子どもの成長を重視したため」の割合が低くなっています。 

 

【母親】 

① 「希望」より早く復帰した方       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「希望」より遅く復帰した 

  

34.2%

5.3%

37.7%

18.4%

19.3%

11.4%

0% 20% 40% 60%

希望する保育園（所）に

入るため

配偶者や家族の希望が

あったため

経済的な理由で早く復帰

する必要があった

人事異動や業務の節目の

時期に合わせるため

その他

不明・無回答

母親 N=114

7.1%

35.7%

7.1%

0.0%

0.0%

14.3%

21.4%

28.6%

0% 20% 40% 60%

子どもの成長を重視した

ため

希望する保育園（所）に

入れなかったため

自分や子どもなどの体調

が思わしくなかったため

配偶者や家族の希望が

あったため

職場の受け入れ態勢が

整っていなかったため

子どもをみてくれる人が

いなかったため

その他

不明・無回答

母親 N=14

23.3

15.8

33.6

3.4

24.0

0% 20% 40%

その他

人事異動や業務の節目

の時期に合わせるため

経済的な理由で早く復

帰する必要があった

配偶者や家族の希望が

あったため

希望する保育園（所）

に入るため

母親（N=146）

0.0

6.7

0.0

6.7

0.0

33.3

53.3

0% 50% 100%

その他

子どもをみてくれる人がい

なかったため

職場の受け入れ態勢が整っ

ていなかったため

配偶者や家族の希望があっ

たため

自分や子どものなどの体調

が思わしくなかったため

希望する保育園（所）に入

れなかったため

子どもの成長を重視したた

め

母親（N=15）

[令和元年度]調査 

[令和元年度]調査 



114 

就学前児童で、育児休業期間の実際と希望が異なる方の、希望の時期に職場復帰しなかった理由につい

ては、「希望」より早く復帰した父親は「経済的な理由で早く復帰する必要があった」が 40.9％(18件)と

最も高くなっています。「希望」より遅く復帰した父親は「職場の受け入れ態勢が整っていなかったため」

が 33.3％(２件)となっています。 

【令和元年度調査結果との比較】 

希望より早く復帰した父親の令和５年度調査結果は、「人事異動や業務の節目の時期に合わせるため」

の割合が高くなっています。 

 

【父親】 

①「希望」より早く復帰した方       

②「希望」より遅く復帰した 

 

2.3%

9.1%

40.9%

25.0%

25.0%

9.1%

0% 20% 40% 60%

希望する保育園（所）に

入るため

配偶者や家族の希望が

あったため

経済的な理由で早く復帰

する必要があった

人事異動や業務の節目の

時期に合わせるため

その他

不明・無回答

父親 N=44

16.7%

0.0%

0.0%

16.7%

33.3%

16.7%

0.0%

33.3%

0% 20% 40% 60%

子どもの成長を重視した

ため

希望する保育園（所）に

入れなかったため

自分や子どもなどの体調

が思わしくなかったため

配偶者や家族の希望が

あったため

職場の受け入れ態勢が

整っていなかったため

子どもをみてくれる人が

いなかったため

その他

不明・無回答

父親 N=6

36.4

0.0

45.5

9.1

9.1

0% 20% 40% 60%

その他

人事異動や業務の節目

の時期に合わせるため

経済的な理由で早く復

帰する必要があった

配偶者や家族の希望が

あったため

希望する保育園（所）

に入るため

父親（N=11）

20.0

20.0

0.0

20.0

0.0

0.0

40.0

0% 50%

その他

子どもをみてくれる人がい

なかったため

職場の受け入れ態勢が整っ

ていなかったため

配偶者や家族の希望があっ

たため

自分や子どものなどの体調

が思わしくなかったため

希望する保育園（所）に入

れなかったため

子どもの成長を重視したた

め

父親（N=5）

[令和元年度]調査 

[令和元年度]調査 
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（１）－１で「育児休業取得後、職場に復帰した」を選んだ方 

（１）－６ 職場復帰時に、短時間勤務制度を利用したか〈単数回答〉 

〔就学前児童調査…問 30－６〕 

育児休業から職場復帰時に短時間勤務制度を利用したかについて、母親は「利用した」が 40.7％と最

も高くなっています。父親は「利用する必要がなかった」が 69.7％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）－６で「利用したかったが、利用しなかった（利用できなかった）」を選んだ方 

（１）－７ 短時間勤務制度を利用しなかった（利用できなかった）理由〈複数回答〉 

〔就学前児童調査…問 30－７〕 

就学前児童で、短時間勤務制度を利用しなかった(利用できなかった)理由について、母親は「職場に短

時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった」が 59.0％(36件)と最も高くなっています。父親は「仕事が

忙しかった」が 76.5％(13件)と最も高くなっています。 

27.6%

69.7%

40.7%

1.3%

30.7%

22.4%

1.0%

6.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親

N=199

父親

N=76

利用する必要がなかった 利用した 利用したかったが、利用しなかった 不明・無回答

0.0%

4.9%

59.0%

37.7%

49.2%

6.6%

0.0%

11.5%

6.6%

4.9%

0.0%

5.9%

17.6%

47.1%

76.5%

41.2%

0.0%

0.0%

11.8%

0.0%

5.9%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した

配偶者が子育てに専念している、祖父母等の親族にみて

もらえるなど、制度を利用する必要がなかった

職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

短時間勤務にすると給与が減額される

短時間勤務にすると保育園（所）の入所申請の優先順位

が下がる

子育てや家事に専念するため退職した

職場に短時間勤務制度がなかった

短時間勤務制度を利用できることを知らなかった

その他

不明・無回答
母親 N=61
父親 N=17
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【令和元年度調査結果との比較】 

母親の令和５年度調査結果は「短時間勤務にすると給与が減額される」の割合が高く、「職場に短時

間勤務制度がなかった」「短時間勤務制度を利用できることを知らなかった」の割合が低くなっていま

す。 

 

(1)-7 で「職場に短時間勤務制度をとりにくい雰囲気があった」を選んだ方 

（１）－８ 職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった理由〈複数回答〉 

〔就学前児童調査…問 30－８〕 

就学前児童で、職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった理由について、母親は「取得してい

る人がいないから」が 66.7％(24件)と最も高く、次いで「業務が他の人の負担となるから」が 63.9％(23

件)になっています。 

 

 

 

 

 

66.7%

63.9%

19.4%

19.4%

0.0%

0.0%

62.5%

75.0%

12.5%

25.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

取得している人がいないから

業務が他の人の負担となるから

職場の人の理解が得られないから

上司の理解が得られないから

その他

不明・無回答
母親 N=36
父親 N=8

0.0

11.5

19.2

23.1

0.0

1.9

36.5

30.8

53.8

3.8

3.8

0% 20% 40% 60%

不明・無回答

その他

短時間勤務制度を利用できることを知らなかった

職場に短時間勤務制度がなかった

子育てや家事に専念するため退職した

短時間勤務にすると保育園の入所申請の優先順位が下

がる

短時間勤務にすると給与が減額される

仕事が忙しかった

職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった

配偶者が子育てに専念している、祖父母等の親族にみ

てもらえるなど、制度を利用する必要がなかった

配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した

母親（N=52）

[令和元年度]調査 
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（１）－１で「現在も育児休業中である」を選んだ方 

（１）－９ 子どもが１歳になったときに必ず利用できる事業があれば、１歳になるまで育

児休業を取得するか〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 30－９〕 

就学前児童で、現在も育児休業中の方で、子どもが１歳になったときに必ず利用できる事業があれば、

１歳になるまで育児休業を取得するかについて、母親は「１歳になるまで育児休業を取得したい」が

94.6％(87件)と最も高く、父親は「１歳になるまで育児休業を取得したい」「１歳になる前に復帰したい」

がともに 40.0％(２件)となっています。 
 
 

 

 

 

 

 

 

【令和元年度調査結果との比較】 

就学前児童の母親の令和５年度調査結果は、「１歳になるまで育児休業を取得したい」の割合が高く

なっています。父親の前回の回答はなし。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

94.6%

40.0%

4.3%

40.0%

1.1%

20.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親 N=92

父親 N=5

１歳になるまで育児休業を取得したい １歳になる前に復帰したい 不明・無回答

84.4 6.5 9.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親

（N=77）

1歳になるまで育児休業を取得したい 1歳になる前に復帰したい 不明・無回答

[令和元年度]調査 
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（１）－10 育児休業給付や育児休業保険料免除制度の認知度〈単数回答〉 

〔就学前児童調査…問 30－10〕 

就学前児童で、育児休業給付や育児休業保険料免除制度の認知度について、「育児休業給付、保険料免

除のいずれも知っていた」が 43.2％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和元年度調査結果との比較】 

就学前児童の令和５年度調査結果は、「育児休業給付、保険料免除のいずれも知っていた」の割合が

高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

43.2% 26.8% 1.8% 25.2% 3.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前

児童

N=507

育児休業給付、保険料免除のいずれも知っていた
育児休業給付のみ知っていた
保険料免除のみ知っていた
育児休業給付、保険料免除のいずれも知らなかった
不明・無回答

30.8

1.0

36.1 28.6 3.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

（N=598）

育児休業給付、保険料免除のいずれも知っていた

保険料免除のみ知っていた

育児休業給付のみ知っていた

育児従業給付、保険料免除のいずれも知らなかった

不明・無回答

[令和元年度]調査 
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（１）－11 仕事と子育てを両立で困難だと感じること〈単数回答〉 

〔就学前児童調査…問 30－11〕 

就学前児童で、仕事と子育てを両立する上で、大変だと感じることについて、「子どもが急病時の対応」

が 56.2％(285件)と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）－12 子育てと介護を同時に行っている（いた）ことがあったか〈単数回答〉 

〔就学前児童調査…問 30－12〕 

就学前児童で、子育てと介護を同時におこなっている(いた)かについて、母親、父親ともに「同時にお

こなっていない」が最も高くなっています。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

（１）－１2 で「同時におこなっている（いた）」を選んだ方 

（１）－13 仕事について〈単数回答〉 

〔就学前児童調査…問 30－13〕 

就学前児童で、子育てと介護を同時におこなっている(いた)方の仕事について、母親、父親ともに「仕

事を継続」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

11.2% 56.2%

2.6%

6.3% 17.0%

3.4%

2.2%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

N=507

急な残業が入ってしまう 子どもが急病時の対応 職場の理解が得られない

保育園（所）が見つからない 子どもと接する時間が少ない 特にない

その他 不明・無回答

5.7%

3.6%

92.1%

90.9%

2.2%

5.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親 N=507

父親 N=507

同時におこなっている（いた） 同時におこなっていない 不明・無回答

51.7%

88.9%

0.0%

11.1%

20.7%

0.0%

27.6%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親 N=29

父親 N=18

仕事を継続 仕事を休職 勤務形態を変更 仕事を辞めた 不明・無回答
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（１）－１2 で「同時におこなっている（いた）」を選んだ方 

（１）－14 大変だと感じている（いた）事がったか〈複数回答〉〔就学前児童調査…問 30－14〕 

就学前児童で、子育てと介護を同時におこなっている(いた)方の仕事について、母親では、「時間の捻

出が困難である」が 51.7％(15件)と最も高くなっています。父親は「精神的、体力的に苦しい」が 61.1％

(11件)と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

48.3%

24.1%

48.3%

51.7%

3.4%

6.9%

6.9%

0.0%

0.0%

10.3%

61.1%

11.1%

22.2%

44.4%

0.0%

16.7%

0.0%

0.0%

0.0%

11.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

精神的、体力的に苦しい

費用が家計を圧迫している

子ども、親（義親）の世話を十分にできない

時間の捻出が困難である

協力者及び協力体制の構築が困難である

職場の理解が得られない

配偶者、兄弟、親戚等の理解が得られない

誰に相談したらよいかわからない

その他

不明・無回答

母親 N=29
父親 N=18



121 

11 子育て支援対策について 

 

（１）居住地域の子育ての環境や支援の満足度〈単数回答〉 

〔就学前児童調査…問 31、小学生児童調査…問 30〕 

住んでいる地域における子育ての環境や支援への満足度について、「満足度が低い」（「満足度１」と「満

足度２」の合計）が就学前児童で 28.2％、小学生児童で 27.0％、「満足度が高い」（「満足度４」と「満足

度５」の合計）が就学前児童で 23.1％、小学生児童で 24.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.5%

9.0%

18.7%

18.0%

46.9%

45.8%

18.5%

18.5%

4.5%

5.4%

1.8%

3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

N=507

小学生児童

N=367

満足度１ 満足度２ 満足度３ 満足度４ 満足度５ 不明・無回答
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（２）望ましい子育て支援施策〈複数回答〉〔就学前児童調査…問 31－１、小学生児童調査…問 31〕 

望ましい子育て支援施策について、「子育てにおける経済的負担の軽減」が就学前児童で 81.1％、小学

生児童で 76.3％と最も高く、次いで就学前児童で「仕事と家庭の両立支援と働き方の見直しの促進」が

62.7％、小学生児童が「子育てのための安心、安全な環境整備」で 54.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和元年度調査結果との比較】 

就学前児童の令和５年度調査結果は、「健診など子どもの健康の支援(子供の健康の支援)」の割合が

低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

62.7%

81.1%

51.9%

23.7%

23.7%

4.3%

9.1%

3.6%

0.6%

0.6%

1.8%

1.0%

53.1%

76.3%

54.5%

18.0%

4.9%

10.6%

16.1%

6.0%

1.4%

0.8%

1.4%

1.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

仕事と家庭の両立支援と働き方の見直しの促進

子育てにおける経済的負担の軽減

子育てのための安心、安全な環境整備

地域における子育て支援

妊娠・出産の支援

若者の自立とたくましい子どもの育ちの推進

健診など子どもの健康の支援(子どもの健康の支援)

生命の大切さ、家庭の役割についての理解を促進させ

る施策(理解促進)

特にない

わからない

その他

不明・無回答
就学前児童 N=507

小学生児童 N=367
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0.0

1.4

1.2

4.7

10.8

20.0

13.4

9.0

13.0

49.3

75.2

46.7

0.0

1.7

0.7

2.2

8.9

23.4

7.2

18.1

18.4

55.0

73.2

55.5

0% 20% 40% 60% 80%

不明・無回答

わからない

特にない

その他

生命の大切さ、家庭の役割についての理解を促

進させる施策

健診など子どもの健康の支援

若者の自立とたくましい子どもの育ちの推進

妊娠・出産の支援

地域における子育て支援

子育てのための安心、安全な環境整備

子育てにおける経済的負担の軽減

仕事と家庭の両立支援と働き方の見直しの促進

就学前児童（N=598） 小学生児童（N=424）

[令和元年度]調査 
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（３）子育てに必要な施策などの情報の入手方法〈複数回答〉 

〔就学前児童調査…問 31－２、小学生児童調査…問 32〕 

子育てに必要な施策などの情報をどのように入手しているかについて、就学前児童が「インターネッ

ト」で 66.3％、小学生児童が「市町村の広報やパンフレット」で 57.8％と最も高く、次いで、就学前児

童でが「市町村の広報やパンフレット」で 48.5％、小学生児童で「インターネット」が 52.3％となって

います。 

【令和元年度調査結果との比較】 

就学前児童の令和５年度調査結果は、「インターネット」の割合が高くなっています。 

 

[就学前児童]               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

48.5%

12.6%

66.3%

9.3%

6.7%

36.7%

3.0%

1.6%

31.6%

1.4%

4.9%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市町村の広報やパンフ

レット

保健福祉センターなどの

市町村の機関

インターネット

子育て雑誌・育児書

テレビ、ラジオ、新聞

友人・知人

隣近所・地域の人

子育てサークルの仲間

保育園(所)、幼稚園、学

校

情報の入手先がない

情報の入手手段がわから

ない

不明・無回答

就学前児童 N=507

0.0

6.5

2.2

35.3

0.8

4.5

40.1

8.9

11.2

54.7

15.4

48.5

0% 20% 40% 60%

不明・無回答

情報の入手手段がわか

らない

情報の入手先がない

保育園（所）、幼稚園、

学校

子育てサークルの仲間

隣近所・地域の人

友人・知人

テレビ、ラジオ、新聞

子育て雑誌・育児書

インターネット

保健福祉センターなど

の市町村の機関

市町村の広報やパンフ

レット

就学前児童（N=598）

[令和元年度]調査 
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【令和元年度調査結果との比較】 

小学生児童の令和５年度調査結果は、「インターネット」の割合が高くなっています。 

 

 [小学生児童] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

57.8%

10.1%

52.3%

3.0%

11.2%

40.3%

5.2%

3.5%

34.3%

4.4%

5.4%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市町村の広報やパンフ

レット

保健福祉センターなどの

市町村の機関

インターネット

子育て雑誌

テレビ、ラジオ、新聞

友人・知人

隣近所・地域の人

小学校

保育園(所)、幼稚園、学

校

情報の入手先がない

情報の入手手段がわから

ない

不明・無回答

小学生児童 N=367

0.0

5.9

0.9

47.2

5.7

46.2

8.0

6.4

36.6

12.7

57.1

0% 20% 40% 60%

不明・無回答

情報の入手手段がわか

らない

情報の入手先がない

小学校

隣近所・地域の人

友人・知人

テレビ、ラジオ、新聞

子育て雑誌

インターネット

保健福祉センターなど

の市町村の機関

市町村の広報やパンフ

レット

小学生児童（N=424）

[令和元年度]調査 
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（４）乳幼児期の幼稚園・保育園（所）等の望ましいと思う役割〈複数回答〉 

〔小学生児童調査…問 33〕 

乳幼児期の幼稚園・保育園（所）等の望ましいと思う役割について、「集団の中で社会性や協調性を身

に付けられる」が 81.2％と最も高く、次いで「親から離れて過ごす事で自立心が養われる」が 45.2％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）これからも子どもに福知山市で育ってほしいと思うか〈単数回答〉 

〔小学生児童調査…問 34〕 

小学生児童で、これからも子どもに福知山市で育ってほしいと思うかについて、「そう思う」（「そう思

う」と「どちらかというとそう思う」の合計）が 63.8％、「そう思わない」（「どちらかというとそう思わ

ない」と「そう思わない」の合計）が 16.9％となっています。 

 

 

 

 

  

81.2%

45.2%

40.9%

22.1%

12.5%

18.0%

34.6%

18.8%

0.0%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集団の中で社会性や協調性を身につけられる

親から離れて過ごす事で自立心が養われる

小学校入学までに必要な幼児教育を受けられる

大人の目が届く場所で安心して遊ぶことができる

自然や文化など、福知山市独自の資源を生かした教

育・保育が行われる

住んでいる地域の子ども達と一緒に過ごす事ができる

親の働く時間に合わせて預けられる

親の育児の負担やストレスを軽減できる

その他

無回答

小学生児童 N=367

25.9% 37.9% 13.4% 3.5% 18.3% 1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生児童

N=367

そう思う どちらかというとそう思う
どちらかというとそうは思わない そう思わない
わからない 無回答
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